
査報1告
圭

日
一一一一一・・一一一・一一

昭和60年度.

・
一
一
●

:|||

|=|:

■: 〓
一ヽ
■
ｔ
ｔ
■
一

ず|■
‐
||||||

11
一１

ヽ

一〓
一

奈I

i:l



奈良市埋蔵文化財調

昭和60年度

1 昭和 61年

奈良市教育委員会

査報告書
―

　

ノ

１

・
１



巻
首
図
版

1.平城京左京七条二坊六坪出土唐三彩杯

2.平城京左京六条三坊十五坪出土彩釉陶器



奈良市が、本格的な発掘調査の拠点といえる奈良市埋蔵文化財調査センター

を開設して、早や3年の年月が過ぎました。その間、センター開設時以来の周

知の遺跡での発掘届出件数の増加には、驚くべきものがあり、これに対処して

の日 切々れ日ない発掘調査が続けられております。その過程で貴重な埋蔵文化

財も数多く発見され、地下に眠る歴史が徐々に明らかにされようとしておりま

す。しかし、その反面で、新たな開発の波に押され、現状では対処し得ず消え

ていく文化財のあることも、また事実であります。地中に埋れた重要な歴史遺

産tこ れに学びく更に次の世代へと受け継いでいくことが、現代に生きる私た

ちの大きな責務でありましょう。そのためにも、今後とも調査体制の充実をは

かってまいる所存であります。

発掘調査及び、調査報告書作成にあたりまして、御指導、御協力賜わりまし

た奈良国立文化財研究所、奈良県教育委員会、奈良市文化財保護審議会をはじ

め、関係諸機関の方々に厚く御礼申しあげます。

昭和61年 3月

奈良市教育委員会教育長職務代理者

教育総務部長 松 本 不日 義



例    言

1.本書は、昭和60年度に奈良市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査の報告を集録したも

のである。

2.昭和60年度には、のべ29件の発掘調査を実施した。本書では、そのうち国庫補助金による緊

急調査および、公共事業に係る調査について報告する。なお、平城京左京九条一坊三 `六坪
の

調査については、昭和61年度に二次調査を予定しているため、次年度に併せて報告する。

本書収録分以外に、平城京左京八条三坊十一坪 (東市跡推定地)および、発掘原因者の費用

負担による調査があるが、これについては、別途に概要報告を刊行する予定である。

3.本書に収録した報告は、次頁に記したとおりである。なお、調査地の位置は、発掘調査位置

図に示した。

4。 調査件数の増加に伴ない、本書に収録する調査について、発掘調査成果の収録を簡便化する

ために調査の次数を付すことにした。次数は、平城京、京内各寺院、東市跡推定地、その他特

定遺跡の調査で継続的に実施するものについて、それぞれに付すことにした。調査次数は奈良

市教育委員会が本格的に発掘調査に着手した昭和54年度にさかのぼり、左京五条二坊十四坪の

調査を平城京第 1次調査とし、調査開始日時により順次付す。本年度最初の左京六条三坊十六

坪の調査は、平城京第87次調査となる。

5。 発掘調査は、奈良市教育委員会文化課埋蔵文化財調査センター (所長 ;三好良則)がイ予なっ

た。調査に関わる庶務は、文化課文化係 (係長 ;野口 宏,森 光彦)が担当した。

6.発掘調査および出土遺物の整理作業には、下記の諸氏の参加、協力があった。

茜  昌代、池永 和子、大西 明彦、大野 佳子、金村 浩一、影近 栄子、

桐山 美佳、佐賀 和美、志賀 理史、菅原 道子、芹川 順子、玉林 尚子、

樋泉 彰子、中山 和之、服部 芳人、花谷めぐむ、藤田 忠彦、古川 成美、

保坂 香恵、松山 径子、松田 光広、村松 京子、山下優貴子、山村 光子、

吉田 洋恵、吉田 野々  (五十音順)

7。 本書の作成は、文化課長 亀井伸雄の指導のもとに調査担当者全員があたり、それぞれ分担

し執筆した。なお、各報告の末尾にその文責を明らかにした。

8,本書の編集は、立石堅志が行なった。
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調 査 地 調 査 期 間
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調
面 備 考

大柳生遺物散布地 大柳生町2028番地 他 昭60年 H tt H日
～12月 20日

425ぽ 圃場整備関連

平城京朱雀大路 柏木町 60年 12月 16日
～61年 2月 1日

130ぽ 市道整備

平城京右京六条一坊十四坪 西の京町 104-1番地 日

３０

８

月

月

７
７

”

年６０ 120ぽ 宮城正治

平城京右京七条二坊十四坪 七条町 349番地 60年 10月 21日
～12月 9日

534ぽ 七条町地域体育館

平城京左京 (外京)四条六坊十一坪 南中町 203番 地 60年 10月 16日
～10月 22日

17.5ポ 都市計画道路

元興寺旧境内
北室町15番地の 216番地の 2
下御門町43番地の 2

61年 3月 12日
～ 3月 28日

65ぽ 都市計画道路

平城京左京六条三坊十五坪 大安寺町81-1番地 60年 6月 20日
～ 7月 24日

140ぽ 下水道集水場

平城京左京六条三坊十六坪 大安寺町98番地の 105 60年 4月 24日
～ 5月 17日
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雄
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市
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月

月
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７
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年６０ 27ぽ 上水道管布設
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(食堂丼大衆院推定地) 大安寺町1035番地の 1

60年 4月 5日
～ 4月 10日 30ぽ 野田忠一

同

(賤 院推定地 ) 大安寺町東今在家 994-2 60年 6月 1日
～ 6月 12日 47.5ぽ 山本五鈴

同

( 同 ) 大安寺町1263
60年 12月 18日
～12月 21日 12ぽ 大西義則

同

( 同 )
大安寺町1260丁 4

60年 12月 18日
～12月 21日 0.5ぽ 東栄造

佐紀町遺跡確認調査 佐紀町1264番地 他
日

２７

２７

月

月

３
１
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626 ポ

平城京左京四条五坊四坪 三条本町 259‐ 1番地
60年 5月 17日
γ 6月 18日

282ぽ 閉太平開発
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円証寺      | 林/Jヽ路町 5二 1番地

２‐

月
月
８
５

”

年６０
355 ぽ 日本生命

平城京右京八条二坊∵坪 七条町字東浦 170-1 60年 5月 27日
‐ ～7月 19日 480 ぽ 佐伯建設

平城京左京三条一坊十五坪 二条大路南二丁目 135-1と 3
日

２０

８

月

月

９
８

”
、

年６０
500ぽ 木本 隆

平城京左京三条三坊十二坪 大宮町 4丁 目258-7 60年 8月 12日 18ピ カヤノキ建設

平城京左京 (外京)三条七坊八坪 西包永町31番地 他
60年 8月 121日

～ 9月 13日 300ぽ 日興不動産

平城京右京七条―坊十五坪 六条町♀:2■ 1番聾 60年 9月 2日
た■0月 30日

1230ぽ 高比康臣

平城京左京四条四坊十一坪 三条大宮町352・ 353番地 60年 9月 30日
～12月 7日

1100ぽ 富士地所

平城京左京三条四坊九坪 芝辻 2丁 目171番地 他 60年 12月 10日
～61年 2月 13日

900ぽ 明城開発

平城京八条大路 東九条町 430番地
61年 1 日

２８

２０

月

月

１ 150ぽ 農協事務所

平城京左京三条四坊八坪 芝辻町 2丁 目235-1 61年 1月 21日
～ 1月 31日 400 ピ 西田素康

東市推定地 (平城京左京八条三坊十
・十一坪) 東九条町4370438番 地 60年 H月 19日

～61年 3月 19日 600ピ 重要遺跡範囲確認

平城京左京九条一坊三・六坪 西九条町 5丁 目4-90H012 61年 1月 17日
～ 3月 31日 600ぽ 第一化工

る。|こ 文
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発掘調査地位置図



1.大柳生町遺物散布地の調査

| はじめに

本調査は、奈良市大柳生町2028番地他 (大貫上地区)で実施した圃場整備事業に伴う事前発掘

調査である。奈良市大柳生町は、大和高原の一画、北流する白砂川の開析した小盆地で、弥生時

代以後のいくつかの遺跡の存在が知られ、60基前後の古墳の存在が見られる地域である。今回、

圃場整備事業の対象地となったのは、延喜式内社夜支布山口神社の東北部分の水田4.68能で、

『奈良県遺跡地図第 1分冊』 (奈良県教育委員会 昭和48年 )に記載された遺物散布地 (6B―

24・ 奈良377)がその一部にかかる。このため、遺跡の有無の確認に調査の主眼をおき、 3× 3m

の発掘区を事業予定地内に27箇所設定し、調査をイテうこととし、その結果に応じ、随時、発掘区

を拡張した。また、今回の圃場整備予定地には、宮の下古墳 (6B-23・ 奈良376)が存在し、

国有地でもあることから、事業の対象からは除外されていたが、今後の保存対策のため併せて調

査を実施した。調査は、昭和60年 11月 11日から12月 20日 まで行った。調査にあたっては、大柳生

町圃場整備管地委員会及び大柳生町自治会の協力を得た。記して感謝したい。

欲蕉蜃彰了コ」しい

一イ
ヽ
す

調査地と周辺の遣跡  1/15000
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‖ 調査の概要

発掘区は、『奈良県遺跡地図』所載の遺物散布地の範囲に重点をおき、設定したが、調査
の結

果は、いずれの発掘区でも顕著な遺構は検出できなかった。以下に各発掘区で得た土層
の堆積状

況を中心とした所見を記す。

0               50              100m

発掘区位置図 1/2000
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No l 土層は耕土の下、灰色泥砂、暗褐色泥砂層となる。灰色泥砂層からは、須恵器片、土師

器片、瓦器片が少量出土したが、その下層の暗褐色泥砂層には、遺物が含まれず、その上面では、

遺構は検出できなかった。

Na 2 耕土の下に、淡青灰色泥砂があり、以下灰色泥砂、黒色砂泥となり、現地表から50～70

cmで地山である灰色砂礫層となる。灰色砂礫層は地形に従い西北方向へ傾斜し、それに伴い、灰

色泥砂、黒色砂泥も傾斜した堆積状況をみせる。灰色泥砂層から須恵器、土師器、瓦器、近世陶

磁器の小片が出土した。

Na 3 耕土の下に10cm程度、灰色砂が堆積し、その下は、m2で確認したものと同じ黒色砂泥

が lm以上つづく。

NQ 4 発掘区の北寄りでは、耕土の下の灰色泥砂が lm以上つづく。南寄りでは、灰褐色泥砂

とその下層の黒色砂泥が確認できた。北寄りの灰色泥砂層は、近年の水田造成時の盛土らしい。

黒色砂泥層からは、近世陶磁器、須恵器、土師器の小片とサヌカイト剥片が少量出土した6

Na 5 耕土の下、灰色泥砂、黒色砂泥となり、黒色砂泥が lm以上つづく。灰色泥砂層から、

須恵器、土師器、瓦器の小片が出土した。

Na 6 耕地の下は黒灰色および灰色の砂泥となる。出土遺物はない。

Nげa 耕土、灰色泥砂、暗灰色砂泥、黒色砂泥の順に堆積し、黒色砂泥は、1.2m程度つづき、

その下が灰色砂礫になることが確認できた。暗灰色砂泥層から須恵器片、土師器片、瓦器片が少

量出土した。

Nげb m7aと同じ水田の西南部に設定した発掘区で、堆積土層はNQ7aと変わらない。ただ黒色

砂泥は、厚さ50cm程度しかな

`、

灰色砂礫の地山面が高くなっている。暗灰色砂泥層から須恵器、

土師器、瓦器の小片が出土した。

Na 8 耕土の下に灰褐色泥砂が20cm程度あり、地山の灰色砂礫層となる。灰褐色泥砂層から須

恵器、土師器、近世陶器の小片が少量出土した。

NQ 9 耕土の下、暗灰色砂泥が20cm程度あり、その下には黒色砂泥が lm以上つづく。湧水が

著しく、地山は確認できなかった。黒色砂泥層から土師器皿、近世陶器の細片が少量出土した。

NQ10 耕土、黄灰色砂礫、青灰色微砂の順で堆積し、地表から約 lmで地山の灰色砂礫となる。

出土遺物はない。

Noll 耕土の下に灰褐色泥砂層が約20cmあ り、その下は、地山の灰色砂礫層となる。灰褐色泥

砂層から近世陶器片、土師器片が少量出土した。

No12～ No15 耕土の下に灰褐色泥砂が堆積し、地表下30～90cmで地山の灰色砂礫となる。m7な ど

で略認した黒色砂泥が、その間に堆積する部分もある。灰褐色泥砂層から須恵器片、土師器片が少量、

それぞれの発掘区から出土しており、m13～m15の発掘区ではサヌカイト片も少量出土している。

m16～No19 耕土の下に灰色粘質砂泥が70cm～ lm前後あり、その下は地山の灰色砂礫となる。

-3-
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暗灰色砂泥

9

灰褐色泥砂

ml～ m10発掘区柱状断面図 1/40

M18を除き、灰色粘質砂泥層から土師器皿片が少量出土した。

Na20 耕土の下に灰色粗砂、黒色砂泥が lm以上つづく。灰色粗砂層から黒色土器A類、土師

器が少量出土した。

Na21 0 22・ 26・ 27 耕土の下がすぐ淡黄色粘土の地山であった。26027の耕土中から須恵器、

土師器の細片が少量出土したが、淡黄色粘土上面では顕著な遺構は検出できなかった。

No23・ 24 M23では耕土の下に灰色泥砂層が40cm程度堆積し、その下が灰色砂礫の地山となる

が、NQ24では耕土の下に、すぐ灰色砂礫の地山があらわれる。いずれも出土遺物はない。

No25 耕土の下に、淡褐色砂泥、青灰色砂、青灰色砂泥の堆積があり、地表から80cm程度で、

地山の灰色砂礫層となる。出土遺物はない。

Ⅲ 宮の下古墳の調査

宮の下古墳は、夜支布山口神社のある丘陵の東北、水田中に存在する小丘 (東西20cm、 南北15

cm、 高さ3m)で、現在、「墳墓地」として国有地となっている。『大柳生村史』および『奈良

灰褐色泥砂

-4-



O                             iOm

宮の下古墳地形図 (ア ミ部分は発掘区) 1/200

市史』において古墳の可能性が指摘され、『奈良県遺跡地図』では、小字宮の下にあることから

「宮の下古墳」と名付けられているものである。地元では、「柳の森」と呼ばれ、柳の枝が根づ

いた柳の巨木が、あったとされ、「柳生」の地名発生地として信仰の対象地ともなっていた。

古墳の可能性を確認するため、地形実測の後、丘陵の長軸方向に沿い発掘区を設定し、調査を

行ったが、表土を除くと、すぐ地山があらわれ、埋葬施設らしき遺構は、検出できなった。ただ

丘陵頂部に自然石があり、この周辺からは、近世の土師器皿16点と銭貨 (寛永通費)2点が出土

し、この自然石が江戸時代以来、磐座のようなものとして、信仰の対象となっていたことがうか

がえる。地名発生地として神聖視され、水田化されずに丘陵が残ったものと考えられ、古墳では

ないが、地名発生説話ともからみ、民俗学的資料として興味深い。

Ⅳ まとめ

今回の調査では、以上記したように、顕著な遺構は、まったく検出できなかった。遺物散布地

の範囲およびその周辺の発掘区から出土した遺物には、古墳時代から奈良時代の須恵器、平安、

鎌倉時代の瓦器、土師器皿などその時期が知られるものもいくつかある。しかしながら、水田床

土部分に相当する土層から出土しているものがほとんどで、小片で時期幅も大きいことから、水

田造成による二次的な包含と考えるのが妥当である。調査地の東側、盆地縁辺部に遺跡の存在を

考えておきたい。

二 5-
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2.平城京朱雀大路の調査 第103次

! はじめに

本調査は、奈良市柏木町において実施した、市道改良工事に伴なう事前発掘調査である。当該

地は、平城京条坊復元では朱雀大路と五条条間路の交差点に相当する。市道が、朱雀大路の路面

を横断する形で計画されていることから、今回の調査では、主に朱雀大路東西両側溝の確認を目

的としているが、さらにこれに加えて下つ道東西両側溝の確認をも目的として計画した。

朱雀大路については、畦畔、水路などからによる条坊復元調査からその位置と規模が、ほぼ明

らかになっている。この成果に加え、従前の朱雀大路関係の発掘調査成果を考慮して、発掘区を

設定した。しかし朱雀大路全幅を検出する発掘区を設定することは、用地確保等の諸問題から困

難であるため、朱雀大路両側溝、下つ道両側溝相当地点に分散して発掘区を設定せざるを得なかっ

た。また、朱雀大路東側溝については、農業用水路の改修工事の先行により、側溝本体について

は確認できないであろうことは、調査開始時から明らかであった。

I・ :・ :・

|:・ :・ :

|17■

l:・ :・・

発掘区の位置と周辺の遺存地割 1/5000

-6-



発掘区は、朱雀大路西側溝相当地点に南北 4m、 東西10m(40ピ )、 下つ道両側溝相当地点に

南北 3m、 東西 9m(27ピ )の範囲で、それぞれ設定した。なお、朱雀大路東側溝については、

用水路壁際に南北 3m、 東西12m(36ピ)の発掘区を設定し、側溝両肩の確認をはかった。

調査は、昭和60年 12月 16日 に開始し、昭和61年 2月 1日 に終了した。

H 検出遺構

以下に、各発掘区ごとに検出した遺構について概述する。発掘区は、東側から‖頂次(第 1発掘

区、第 2発掘区、第 3発掘区、第 4発掘区と呼称する。

第 1発掘区 朱雀大路東側溝西肩の検出を目的として設定した発掘区である。発掘区内の基本

的な土層堆積状態は、耕土、床土以下、暗黄灰色砂質土の遺物包含層が約10cmに わたり堆積し、

地表下約40cmで、灰色砂を主とした地山に至る。

朱雀大路路面は、この灰色砂の自然堆積土からなる地山上面にあたると考えられ、現状では礫

敷き等の路面上の造作は認められなかった。大路路面上では、極めて少量の奈良時代の瓦片が出

土した。発掘区内では、朱雀大路東側溝と考えられる遺構は検出し得なかったが、発掘区内東側

で朱雀大路路面から東に向い緩やかに落ちる傾斜面を確認した。斜面は東西幅約 4m以上にわた

り緩やかに下がり、約30～40cmの高低差がみられる。発掘区外東へ続く。一部に大きく浸蝕を受

けた部分がみられ、朱雀大路路面から東側溝へ続く路肩部に相当するものと考えられよう。

+ +- -u7,3so
‐８．５５０＋ ‐８，５４５＋‐８，５５５＋

刊卜 0              5

+

+-141350

+

１
二
員

1.耕 ll
2.床 11

3.暗 黄灰色砂質 11

4.茶灰色砂   7.黒 灰色砂質土
5。 茶灰色砂質上 8.暗灰色砂質:+1 10.暗灰色粘砂
6.暗灰色粘砂  9.茶 灰色砂質 1l H.淡黄灰色砂質土

(赤色味がかる)

朱雀大路東側溝平面図 1/1200南壁堆積土層図
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また、大路路面から、路肩部の傾斜に沿って流れ込む東西方向の幅約40cmく 深さ約 5cmの素掘

り溝を検出した。溝底で瓦片が散乱して出土しており、東側溝へ流れ込む流路状のものかとも考

えられる。

発掘区内浸蝕部埋土からは、極めて少量の瓦片、土器片が出土したが、いずれも小片であり、

年代を決定し得るものではない。

第 2発掘区 下つ道東側溝の検出を目的として設定した発掘区である。発掘区内の基本的な土

層堆積状態は、耕土、床土、茶灰色砂質土と続き、以下、暗茶灰色砂質土の遺物包含層が約10cm

にわたり堆積し、地表下約40cmで朱雀大路路面をなす黄灰色粘質土に至る。

発掘区内西側で、幅約 5mの土質の変化する箇所が認められた。この部分の土を除去したとこ

ろ、幅約 5m、 検出面からの深さ約80cmの南北溝を検出した。下つ道東側溝に相当するものと考

えられる。この溝の埋土は、下層から灰色粘土、茶灰色粘土、茶褐色粘質土の堆積をみる。埋土

中から極めて少量の土器細片が出土したが、年代を決定し得るものではない。

第 3発掘区 下つ道西側溝の検出を目的に設定した発掘区である。発掘区内の基本的な土層堆

積状態は、耕土、床土、黄褐色粘砂、暗灰色粘砂と続き、以下、淡黄灰色砂質上の遺物包含層が

約10cmにわたり堆積し、地表下約50cmで暗褐色粘質土の下つ道路面整地土に至る。この整地土面

上で幅約 6mの土質の変化する箇所が認められた。この部分の上を除去したところ、幅約 6m、

検出面から・の深さ約70cmの南北溝を検出した。東肩は、黄褐色粘上の地山を掘り込む形で作られ

+

-18,560

1+J蜆
“
0脚＋

+

―18′ 565

+

十一‖1353

++L― ―一―J叶 +判蜆踊5

耕±     4.暗 茶灰色砂質上 7.茶灰色粘 [1
床 11     5。 灰色砂     8.暗 灰色粘±   10。 暗茶灰色粘 11  12.地山
茶灰色砂質 11 6.暗 茂褐色粘質 11 9.暗 茶灰色粘質 1l H.暗 灰色粘砂     (黄 灰色粘質上、灰色砂 )

下つ道東側溝平面図 1/1200南壁堆積土層図 1/100

4.暗茶灰色砂質上  7.茶灰色粘 11
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側溝に相当するものと考えられる。溝幅については、検出した範囲内で、溝岸に3回以上の流水

による変形がみられ、本来の溝幅を示すことはできない。また、発掘区西側で、この南ゴヒ溝に流

れ込む形での東西溝の南肩を検出した。五条条間路北側溝に相当するものと考えられる。

朱雀大路西側溝の変遷については、発掘区北壁の土層断面の観察から、以下のように考える。

断面の土層では、大きく3つの堆積の変化がみられ、最低2回以上の溝の改修がうかがえる。最

下位の溝は東肩を上位の溝によってきられており、底部付近を確認するにとどまったが、西肩に

ついては、明確にし得た。この下位溝埋土は粘砂を主体としている。溝埋土からほとんど遺物は

出土しなかった。中位溝は、最下位の溝埋土を掘り込む形で流れており、明確に底をとどめてい

るが、その上部は上位溝にて浸蝕され、両岸は明らかでない。溝埋土は、灰色粗砂が堆積し、若

干量の奈良時代の遺物が出土したし溝底において、後述する東西溝との合流部で、東西方向に並

ぶ三本の杭が打たれ、東杭に長さ50cm、 幅 5m、 厚さ2cmの長方材が横木として置かれていた。

この杭は、下位溝の灰色粘砂層を基盤に打ち込まれており、中位溝時期に作られたものと考えら

れる。東西溝からの流水により溝底が浸蝕されるのを防ぐために設けられた堰等の施設であろう

か。上位溝は、下位溝、中位溝に比してやや東寄りに流れを移し、幅約5.6m、 深さlmを はかり

―i41337

-141340+

―18610

+
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灰色粘土
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する。各堆積土層から若千の遺物が出上した。           0_
以上述べたように、溝岸の変移は大きく、本来の溝幅について明ら

かにし難いが、上位溝でみられた溝幅 5.6mを一時期の溝幅と考えて

おきたい。

発掘区西側で検出した東西溝は、幅 2.5m以上、深さ 0。 7mを測る。

この東西溝は、朱雀大路西側溝がほぼ埋まった段階においても流れて

いたものと思われ、発掘区北壁の土層断面において西側溝埋土上を横

断し、西側溝東肩に達する堆積土を確認した。埋土から若干量の瓦片、

土器片が出土した。出土遺物の特徴からみて、この東西溝は平安時代

に入ってからも流水がみられたものと思われる。

Ⅲ 出土遺物
5cm

各発掘区から若千量の遺物が出土しているが、全体に小片で図示で

きるものは少なく、時期決定の資料となり得るものも僅少である。こ+          +

こでは、特に朱雀大路西側溝上位溝、黒灰色粘細砂層から出上した鉄製「二又鉾」についてお、れ

ておく。鉾先をV字形の二股につくり、もとの方を袋状とした鉾で、目釘にて柄材に固定したも

のと考えられ、目釘が遺存する。残存長12.5cm、 最大幅3.5cmを 測る。身部は、先端が銹化によ

リー部欠損するが、二股根部より直線状に外方へ伸びるもので、断面方形を呈し、刃をつけた痕

跡はみられない。袋部は、二股根部を薄く伸ばし、漏斗状につくったものである。末端は銹化に

より欠損している。おそらくは、鍛造によるものであろう。出土層での共伴遺物が少なく、年代

については明確にし難いが、西側溝本体からの出土であり、溝内埋土からは平安時代に下ると思

われる遺物はみられず、奈良時代の範疇に含めて問題ないものと考える。現在のところ類例は、

日光男体山岩陰祭祀遺跡から出土した、平安時代以降と考えられるもの以外知られず、用途を特

定できるものではない。日光男体山出土品では、身部をU字形につくり、平行して上方にのびる

ものが多く、刃部をつくりだしている。形態的に、今回出土したものがやや古様を示しているも

のかと思われる。いずれにしても、今後の資料の増加を期待したい。

注)栃木県教育委員会『栃木県史蹟名勝天然紀念物調査報告書』第二輯 昭和2年

Ⅳ まとめ

今回の調査では、朱雀大路、同西側溝、下つ道、同東西両側溝、および五条条間路北側溝の一

部を検出した。朱雀大路、下つ道に関しては、過去数回の調査例がみられ、それぞれに造営計画

復元についての検討がなされている。ここではくこれらの成果を遮ゝまえ、今回の資料を加えて造

営計画にういて資料の整理を行ない、基礎資料としたい。

丁
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朱雀大路 朱雀大路西側溝はこれまで、朱雀門南辺、六条一坊、羅城門北辺の調査で検出され

ている。ここで、これらの調査で検出された西側溝と、今回検出した五条一坊朱雀大路西側溝と

を比較し、朱雀大路西側溝の国土方眼方位に対する振れについてみることとする。

五条下坊朱雀大路西側溝心と、朱雀門南辺西側溝心間での西側溝の振れは、北で西に 0° 15′ 59″

となり、六条一坊西側溝心間での振れは、北で西に 0° 13′ 20〃である。また.、 羅城門北辺西側溝

心間では、北で西に 0° 14′ 24″の振れがみられる。これまで明らかにされている朱雀大路西側溝

の振れをみると、朱雀門南辺、六条一坊間では、北偏西 0° 14′ 09(六条一坊、羅城門北辺間では、

北偏西 0° 15′ 49″の振れがみられる。今回の成果とこれらを比較すると、振れの数値には若千の

ばらつきはみられる。これについて種々の考察を加うるべきであろうが、朱雀大路西側溝の詳細に

ついては、今後の更なる資料の蓄積が必要であり、今回は一応の成果として数値を呈示しておく。

下つ道 下つ道はこれまで、平城宮第一次大極殿南門、平城宮朱雀門、六条一坊朱雀大路、稗

田・若槻遺跡の調査で検出されている。大極殿南門では東側溝を、他の調査ではいずれも東西両

側溝を確認している。今回の調査では、下う道の幅員は溝心心間で21.9m、 路肩幅で16.05mを 測

る。側溝幅は東側溝で4.8m、 西側溝で5.5mである。

従前の調査例との比較により、下つ道の国土方眼方位に対する振れを考えてみると、以下のよ

うである。五条一坊下つ道と、朱雀門間では東側溝心で 0° 21′ 30(西側溝心で 0° 23′ 42(それぞ

れゴヒで西に振れる。六条一坊との間では、東側溝心で O° 14′ 44(西側溝心で 0° 02′ 40(それぞれ

Jヒで西への振れがみられ、稗田遺跡間では、東側溝心で 0° 15′ 40(西側溝心で 0° 13′ 46″のゴヒで

西への振れがみられる。また、これまで明らかにされている下つ道の振れをみると、稗田、六条

一坊間では東側溝心で北偏西 0° 15′ 47(西側溝心で北偏西 0° 15′ 16(六条一坊、朱雀門間では、

東側溝心で北偏西 0° 19′ 53(西側溝心で北偏西 0° 18′ 03″の振れがみられる。また、朱雀門、大

極殿南門間では、東側溝心で北偏西 0° 14′ 30″の振れがみられる。これらによると、下つ道の国

土方眼方位に対する振れは、場所によりかなりの差異をもつことがわかる。

以上、朱雀大路・下つ道についてその造営方位の国土方眼方位に対する振れをみてきたが、い

ずれの詳細についても、今後の調査成果の蓄積によるところが大きいと言えよう。 (立石堅志)
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3。 平城京右京六条一坊十四坪の調査 第92次

本調査は、奈良市西の京町104番地の 1に おいて、宮

城正治氏届出の農業用倉庫建設工事に伴なって実施した

事前発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復元では

右京六条一坊十四坪の北辺部に相当し、六条条間路南側

溝の存在が想定される位置にあった。そこで同側溝の確

認を目的に推定位置に120ピの発掘区を設定し、昭和60

年 7月 8日 から同年 7月 30日 にかけて調査した。

発掘区内の堆積土層は、まず1.Omほどまでは造成盛土

で、以下旧耕土・床土の下、茶褐色および灰色系の堆積

土が続き、地表下約1.9mが遺構検出面である。

検出遺構は六条条間路南側溝SD01と 、これの上層で

ほぼ同位置に重複するいま一条の東西溝SD02と であ

る。SD01は 、SD02の掘削で北岸を欠 くが、残存幅

2.0～ 2.2m、 深さ50cm内外の素掘り溝で、青色砂の地山

を掘込んでいる。溝内には青灰色粘砂が堆積し、8～ 9

世紀の瓦類・土器類が出土 した。SD02は、幅3.7～

4.2m、 深さ60cm内外の素掘の溝で、地山上に堆積した厚

さ20cmほどの灰色粘土を掘込んでいる。下層のSD01と

は溝心々で約1.5m北側へ寄っている。溝内埋土は上下 2

層に大別でき、下層には黒灰色粘土が、上層には暗灰色

粘土が堆積し、下層からは8～ 12世紀の、上層からは8

～13世紀の瓦類 0土器類が出土した。

遺物は上述の二条の溝から出土したものが大半で、整
~~~~~斗一――――一―――に一面高

「

~~~

理箱20箱分があるが、多くは瓦類が占める。SD01出土

の土器には土師器・須恵器と僅少ながら黒色土器があ

り、瓦には軒丸瓦6308C型 式 1点が含まれる。SD02出

土の土器には土師器・須恵器・黒色土器に加え灰釉陶

器・瓦器があり、瓦には軒丸瓦6276A型式 1点、軒平瓦

6641H型式 2点、同6721G型式 1点、平安時代の軒平瓦

(中井 公 )
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1.造成盛t         9      ~3m
2.黒色腐蝕土 (耕土) 7.灰 色粘土
3.灰褐色砂土 (床土) 8.青 色砂 (地山)
4.茶灰色砂土 (床土) 9.暗 灰色粘土 (S D02上層埋土)
5.灰色粘砂      10.黒 灰色粘土 (S D02下層埋土 )
6 灰色粘±      11.青 灰色粘砂 (S D01埋土)

検出遺構平面図・東壁堆積土層図

発掘区の位置 1/7500

1点がある。



4.平 城京右京七条二坊十四坪の調査 第 101次

:  はじめに

本調査は、奈良市七条町34番地において実施した、

奈良市立七条町地域体育館建設に伴なう事前発掘調査で

ある。当該地は平城京条坊復元では右京七条二坊十四坪

の中央部に相当する。近世には円満寺の存在が知られて

いる。また、地形的には、西の京丘陵の東に伸びる支脈

の東端に位置する。発掘区は、体育館敷地全面にわたり、

総面積534nfの範囲を設定した。調査は昭和60年 10月 21

日に開始し、同年12月 9日 に終了した。

‖ 検 出 遺 構

発掘区内の基本的な土層堆積状態は、耕土、床土の下、地表下約30cmで黄色粘土の地山となる。

遺構は、基本的にこの地山上面で検出した。発掘区東半分では、近世の整地がみられる。この上

面では何らの遺構も確認できず、遺構は整地層除去後、地山上面にて検出した。発掘区東側拡張

区では、丘陵先端部に位置しているためか、地山に比高差約 lmの落ちがみられる。約1.2mの

造成土以下、旧耕土、床土、暗灰色粘砂と続き、現地表下1.4mで灰色砂を主体とする地山面に

至る。この地山の落ち込み部には、近世期のものと考えられる畦畔状の護岸の造作がなされ、西

側高地面と拡張区以東の低地面の境を補強している。護岸施設は、地山の落ちの肩部より約4m

東側の低地面の地山に直径5～10cmの丸木杭を打ち込み、落ちの肩部までの間に土砂を積みあげ

るだけの簡単なものである。この護岸裏込め土からは、大量の近世遺物が出土した。

検出した主な遺構には、他に丼戸 1基、上水道 1条、溝、土墳、柱穴等がある。ほとんどが中

世および近世のものであり、奈良時代に属すものはまれである。以下に概略を述べる。

1.造成客±  3.
2.耕±   4.

暗茶灰色粘質土

黒茶掲色粘質土

5.暗茶灰色砂
6.暗茶褐色粘質土

暗茶褐色粘質± 10.暗灰色粘砂 13.暗灰色粘砂
護岸埋土    H.茶 灰色粘砂 14.灰色砂 (S X03埋土)
暗青灰色粘質上 12.暗灰色粘± 15.地山

発掘区南壁堆積土層図 1/80
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検出遺構平面図 1/250

S K01 発掘区北側の近世整地層下地山面にて検出した長辺 2。 6m、 短辺 1.8m、 検出面から

の深さ0。 6mの長方形の土墳。墳内埋十から14世紀前半代の瓦器椀、土師器皿、土師器釜が出土した。

S E02 発掘区南側で検出した井戸。直径0。 9mの鉛直に掘り込まれた円形掘形の中央に直径

約0.7mの円形井戸枠をもつもので、検出面からの深さ3m以上、底は確認し得なかった。井戸

枠は長さ約 lm、 幅20cm程度、厚さ約 2cmの長方材の接面を木釘で留め、竹製のたがで締め桶状

にしたものを重ねたもので、 3段分を検出。構築の際は、下段の井戸枠の外側に上段の内径を嵌

め込む形で積みあげている。枠内埋土からは、近世末葉の遺物が出土した。

S X03 発掘区東拡張区にて検出した上水管施設である。長さ14m以上にわたる。発掘区外の

南北へ伸びる。地山の灰色砂を幅約20cm、 深さ30cm程度に掘り込み、直径 5cm程度の竹管を置き

水道管としたもの。北端と南端での高低差は、約 7cmで南に向い傾斜する。水道管の接続部は、

幅20cm、 高さ10cm、 厚さ5cmの長方材の中央に竹管の径で穴を穿ったものを置き、接続とする。

この上水道管の延長北側には、通称「楠井戸」と呼ばれる古井があり、この井戸からの分水道か

とも考えられる6ま た、この上水道掘形上面には多量の破砕された瓦器橘鉢を主とする土器類が

敷かれており、上水管の保護を図ったものかとも思われる。

S D04_発掘区南側整地土層下で検出した素掘り溝。発掘区中央で、南北方向から直角に近く

東西方向へ曲がり、東側の地山の落ち込み部へ流れ込む。幅約 2m、 深さ20cm程度のもの。溝肩

の一部に、平瓦による護岸擁壁がみられる。溝埋土からは18世紀後半代の上器類が出土した。

-15-



S A05 S D04西側で検出した柱列である。4間分 (4.3m)を検出。北側 3間は1。 2m等間

となる。S D04の北側延長上に沿って柱穴が並び、これに関連するlll等の施設かと考える。

s X06 発掘区北部にて検出した埋甕土墳。直径50cmの円形掘形中央に底部中央を穿孔しな瓦

器甕を据える。上半を欠いており、性格、用途については不明である。

S K07 発掘区西北隅で検出した不整形な土墳。検出面からの深さ1約50cm。 埋土から瓦当文様

に『園満禅寺』の文字を配する軒丸瓦 2点が出土した。

Ⅲ  出 土 遺 物

今回の調査では、東側拡張区を中心に多量の遺物が出土した。ここでは土壊 S K01、 溝
p D04

を中心に出土遺物について概述する。

S K01出土土器 土師器皿 (1～ 8)、 瓦器椀 (9～ 12)、 土師器釜 (13)がある。土師器皿

には、胎土が赤色系を呈するもの (3、 5、 7、 8)と 、白色系のもの (1、 2、 4、 6)がみ

られる。いずれにも口径8～8。 5cm、 器高1.4cm程度の小皿と、口径10.5～1lcm程度、器高2.4cm

前後の大皿がみられる。赤色系のものは、内面および口縁部上半をよこなで、白色系のものは、

内面および口縁部下半までをよこなで調整とする。瓦器椀は、口径10cm前後、器高3。 2～3.6cm

程度のもので、高台を付すもの (10～12)と 、高台を付さないもの (9)がある。いずれも内面

に粗い渦巻状の磨きを施す。土師器釜は口径16.5cm。 口縁部を内傾させ、口縁端部を外側
へ折り

返し押さえるもの。胴部上位に鍔の痕跡が残る。いずれの土器も、14世紀前半代のものである。

S D04出十十器 唐津系陶器椀 (15)、 土師器皿 (16～27)等がある.。 土師器皿には、口径 7

cm前後、器高1.3cm前後の小皿 (16～ 19)、 口径 9～9.5cm、 器高1.8cm前後の中皿 (20～ 23)、

口径10。 5ん 12cm程度、器高 2～ 2.5cmの大皿 (24～ 27)の三種類のものがみられる。いずれも内

面及び口縁部外面をよこなでする。いずれも18世紀後半代の特徴を示す。

その他の出土土器 以上述べた他に、近世護岸裏込め土から瓦器高台付皿 (28)、 瓦器香炉

(29～ 30)、 土師器釜 (33)、 瓦器把手付焙烙 (35)、 土師器皿等の18世紀後半から19世紀にか

けての土器類と銭貨。近世整地土層からは磁器椀 (14)、 土師器焙烙 (32)、 瓦器橘鉢 (34)、

陶器灯明器 (31)等の18世紀から19世紀にかけての土器類が出土している。

Ⅳ ま と め

以上調査の概要を記したが、ここで近世期の当該地の様相についてお、れ、若干のまとめとする。

当該地北辺には近世期、円満寺と称す寺院の存在が知られており、今回多量に出上した仏器具

や『園満禅寺』の文字を配する軒丸瓦の出土もこのことから理解できる。また、『大和名勝志
』

に円満寺に関して、「 (略)昔日此村二円満者卜云モノアリ、初メテ陶ヲツクル、其後葉代々陶

者多シ、号シテ円満鉢 卜云フ (略 )」 とあり、「陶」の生産が行なわれていたことが、うかがえ

る。ここでの「円満鉢」を描鉢であると考えるならば、今回大量に出土した瓦器描鉢について、

その生産を当該地においてまかなったものと想定することも可能であろう。  (立 石堅志)
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・5 平城京左京 (外京)四条六坊十一坪の調査 第100次

本調査は、都市計画道路杉ケ町・高畑線の建設に伴う

事前調査として実施した。調査地は、奈良市南中町 2～

3番地で、都市計画道路昭和56年度調査地とは道路交差

点を隔て、.その西南に位置する。道路拡幅部分の調査と

いった、その性格から、発掘区は、13ピ (2m× 6.5m)

と小規模なものにとどまった。調査は、昭和60年 10月 16

日から10月 22日 にかけて行なった。中世以降、現在に至

るまで、周辺は、奈良町の中心部であり、活発な土地利

用のくりかえしによって、発掘区の土層は、かなり複雑

なものであるが、現地表下約 lmの ところで、昭和56年調査で確認したものと同一と考えられる

近世の焼土層が確認できた。土層は以下、黄褐色砂質上、淡褐色砂質土とつづくが、地山である

黄白色砂礫層は、発掘区東端から急な傾斜面となる。遺構は、黄褐色砂質土上面で、近世の建物

に伴うらしい石垣状の遺構を検出した他には、顕著な遺構は検出できなかった。 (森下恵介)

7920m

l.表土
2.黄色砂
3.暗黄褐色粘質土
4.灰褐色土
5.黒灰色砂質土
6.暗茶褐色砂質土
7.焼土
8.淡黄褐色砂質土
9.黄褐色砂質土
10.暗黄褐色砂質土

H.黒灰色土
12.褐色砂質土
13.淡褐色砂質土
14.黄 白色砂礫
15.黒灰色砂
16.黒灰色砂質土
17.黄褐色粘質土
18.黒灰色粘質土
19.黒灰色土

発掘区北壁堆積土層・検出遺構図
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6 元興寺旧境内第 5次発掘調査

|  はじめに

この調査は、都市計画道路杉ケ町。高畑線の建設に

伴う発掘調査である。杉ケ町・高畑線は奈良の旧市街

地を横断する計画で逐時工事が進められている。発掘

調査は、昭和56年度以来、用地買収を終え家屋などの

取り壊しが完了した地点ごとに実施してきているが、

基本的にこの工事が既設道路の拡幅工事であることと、

用地買収が既存の住宅など 1軒ごとに行なわれ、かつ

拡幅部分のみが対象となるため、広範な発掘面積を確

保することが難かしく、また調査日程にも制約を受けざるをえない状況にある。

今回の調査は奈良市北室町15番地の 2o16番地の 2、 下御門町43番地の 2を対象に行った。平

城京の条坊復原では元興寺の旧境内、あるいは東六坊大路にあたるとされており、とりわけ元興

寺の西面中門の一部にかかる可能性のある地点であった。調査期間は昭和61年 3月 12日から同年

3月 28日 まで、発掘面積は約65ピである。

‖ 検出遺構

発掘区内は近年の整地、あるいは暗渠や井戸の掘形で攪乱を受けている部分が多く、地山であ

る礫まじりの黄褐色土層上面まで手掘りによりいっきにさげて遺構検出を行った。基本的な層序

は以下のとおりである。まず、発掘区内の全面にコンクリート片などがまざった近年の整地土が

広がっている。つづいて黄灰色砂質土、黒緑色砂質土が堆積し、発掘区東半では地山である礫ま

じりの黄褐色土層に達する。西半ではさらに一層茶色砂質土層をへて地山に至る。地山は、わず

かな段差をもちながら東から西へ下がっている。大半の遺構は黒緑色砂質土層から掘り込まれて

発掘区の位置

1.水道管掘形     6.暗 茶色砂質土
2.礫・ ガラ混り整地±  7.焼土層
3.黄色砂質±     8.黒 色粘土
4.暗渠掘形      9.黒 色粘土
5.黄灰色砂質±    10.黒 色砂質土

H 黄褐色±  16.茶色砂質土
12.排水管掘形 17.黄褐色砂質土
13.黒色砂質± 18.礫 まじりの暗茶色土
14.黒色粘±  19.礫まじりの黄褐色土
15.黒色粘土

発掘区北壁土層図 (1/100)
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いるが、地山である礫まじりの黄褐色土層に掘

り込まれたものもある。

検出した遺構は柱穴、溝、井戸(土墳である。

柱穴は径20～30cm程度、検出面からの深さは

残りのよいもので約30cm、 浅いものでは7～ 8

chほどである。いずれも埋土は黒色粘質土で柱

痕跡は不明。発掘区が狭いため建物としてはま

とまらない。他に柱穴かとも考えられる一辺40

～70cm程度の平面隅丸長方形の掘形をもつ土墳

がいくつかある。検出面からの深さは30～40cm

ほどで、四辺の壁はほぼ垂直に掘り込まれ、底

も平である。

S D 011発掘区西端で検出した素掘りの南

北溝。幅約1.2m、 検出面からの深さは10～20cm。

東肩にそって幅30～40cmほ どの一段深い部分が

ある。埋土には奈良時代の瓦片とともに若干の

瓦器椀小片が含まれるが、層序の検討から溝の

掘削は中世以前に遡る可能性がある。

S D 02 幅30～ 35cm、 検出面からの深さ6

～14cmの南北素掘り溝。国土方眼方位に対して

北でわずかに西へ応ゝれている。

S D 03 幅30～45cm、 深さ6cmほどの南北

素掘り溝。削平が著しく一部が残るのみである。

SE o4 下辺1。 8mほどの平面隅丸方形掘形

をもつ井戸。検出面からの深さは1.93m以上。

石組や木製井戸側の痕跡はない。掘形の一部が

袋状に崩壊しており、井戸底まで完掘すること

ができなからた。埋土からは15C前半頃の土器

類が出土した。

S E o5 径0.85mほどの平面円形掘形をも

つ井戸。検出面からの深さは2.06m以上。石組

や木製井戸側の痕跡はない。掘形の上を現在使

用されている水道管が通っており、これ以上の

+        十
遺構平面図  1/100
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発掘は困難であった。埋土か

らは、15C頃の土器とともに

北宋銭のみ計 7点が出土して

いる。

S K 06 発掘区南東隅で

検出した不整形な土墳。発掘

区外へ続くため全体の規模は

不明。検出面からの深さは最

も深い部分で約0:56m。 埋土

には奈良時代の瓦片とともに

若干の瓦器椀小片が含まれる。

S K 07 東西 0。 6m、 南

北0.86m、 深さ0.4mの 土墳。

内部には焼土が入っていた。

切り合い関係からS K06よ り

新しいことがわかる。

S K 08 径 0.6m、 検出

面からの深さ0.47mの土墳。

底には幅0.25m、 長さ 0.3m

の偏平な石が据えられる。埋

土からは15C後半頃の土器が

出土した。掘形の形態から柱

穴かとも考えられるが、発掘

区内にはこれと組み合う柱穴

はない。

S K 09 東西 0.9m、 検

出面からの深さ0。 48mの土墳。

発掘区南壁にかかっており全

体の規模は不明。

S K 10・ 長径 1.3m、 短

径 1.Omほどの平面長円形土

墳。内部には人頭大から拳大

の礫がつまる。
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S E04出土墨書土器 1/1

Ⅲ 出土遺物

奈良時代から近年に至るまでの多量の遺物が出土した。大半が土

器類であり、他に瓦類、金属製品、貝殻などの自然遺物がある。以

下、比較的まとまりのよいSE04、 SK08出 土土器とSE05出土銭

貨を報告する。

S K 08出十十器 (1～16)土師器皿と瀬戸窯陶器折縁深皿の

小片がある。土師器皿にはいわゆる赤色系のもの (1～ 11)と 白色

系のもの (12～ 16)がある。赤色系の皿は日径 8cm前後、器高 1。 6

cm前後の小型のものと、口径10cm前後、器高2。 2cm前後の大型のも

のに分けることができる。いずれも底部は上げ底で、口縁部外面上

端及び、内面にはよこなでの痕跡が残る。白色系の皿は日径 7cm、

器高1.2cm前後の小型のものと、口径10.5cm前後、器高2.3cmの 中

型のもの、口径13。 4cm、 器高 3cmの大型のものに分けることができ

る。小型のものは上げ底であるが、中・大型のものは調整を行わず

わずかに丸味をおびた底部をもつ。15C後半の製品であろう。

S E 04出十十器 (17～33)土師器皿、土師器羽釜、瓦器椀・

皿、灰釉系陶器皿、焼締陶器片、東播系須恵器片、中国製白磁合子

蓋片がある。土師器皿 (17～27)は口径9.Ocm前後、器高1.8cm前

後の小型のものと、日径13cm前後、器高2.6cm前後の大型のものと

に分けることができる。いずれも口縁部によこなでの痕跡を残し、

底部は無調整である。小型のものは上げ底ぎみ。色調は乳黄色から

赤褐色を呈する。灰釉陶器皿が 2点 (28・ 29)あ る。いずれも底部

は回転糸切りで切り離され、口縁部に淡緑色の釉がかかる。29は底

部内面に赤色顔料が付着している。30は瓦器皿。日縁部はよこなで

調整し、底部外面は無調整である。底部内面にジグザグ状のみがき

を施す。31は瓦器椀。口縁部内側に一条の沈線をめぐらせ、底部に

は断面三角形状の低い高台をつける。外面上半と内面に粗いみがき

を施す。土師器羽釜 (32・ 33)は口縁部を外に折り返し肥厚させる

ものと、まっすぐに立ち上がらせるものとがある。13C後半の製品

かと考えられる。

S E 05出土銭貨 2/3

墨書土器 SE04か ら墨書土器 1点 (34)が出土した。土師器皿の底部外面に墨痕が残るが、

左半を欠くため判読はできない。

銭  貨 SE05か ら7点が出土した。いずれも北宋銭であり、天薦通費 (35 1018年初鋳)
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1点、皇宋通費 (36・ 37 1039年初鉾)4点、至和通費 (38 1054年初鋳)1点、元符通費 (39

1054年初鋳)1点がある。

Ⅳ まとめ

以上の遺構はその出土遺物をみても直接元興寺にかかわるものとは考えにくく、当初想定した

元興寺西面中門の遺構も発掘区内では検出できなかった。溝、井戸、土墳、柱穴いずれも元興寺

の境内が町屋に浸蝕されていく過程で構築されたものだと考えられる。出土遺物をみると、奈良

時代の瓦片、土器片が若干あるものの平安時代の遺物はほとんどなく、大半を鎌倉時代以降の土

器、あるいは近世以降の瓦片が占める。調査地界隈の町屋の成立時期とその後の変遷を反映して

いるのであろうか。

最後に、検出した溝SD01の 掘削の時期が奈良時代まで遡る可能性をも考えて、平城京の条坊

遺構との位置的な関係を検討しておこう。まず、朱雀門心とSD01心 との距離は国土方眼方位で

3184:75mあ る。これをふれ15'41"で修正すると実長は3180。 453mと なる。大安寺伽藍中軸線と朱

雀Fついとの実長をもとに 1大尺の実長を求めると0.355307mと なるから、さきの3180。 453mは89

51.28大尺に換算できる。そして、朱雀Fついから東四坊大路心までは 1坊あたり1500大尺の計画

で造営されていると考えられるから、8951.28大尺-1500大尺×4(坊 )=2951.28大尺が東四

坊大路心からSD01ま での距離となる。東四坊大路以東も1500大尺の計画寸法で造営されている

とすると、東四坊大路から元興寺の主要伽藍が西接する東六坊大路までは二坊あるのだからその

計画寸法は1500大尺×2=3000大尺となり、SD01の位置は京の条坊道路遺構の位置としては不

適当なものとなる。しかし、遺存地害1か らみたSD01の位置は条坊道路の側溝だと考えてもおか

しくはない位置にあり、東四坊大路以東の 1坊あたりの計画寸法が1500大尺より短くなっている

と考えざるをえない。そこで、本報告ではSD01の位置を次のように考えておく。

外京の東西方向の地割は東六坊坊間路までは大路心心間1460大尺の計画で説定されており、東

六坊坊間路以東は大路心心間1500大尺の計画にもどるものの、実際には東六坊大路心を条坊計画

線より20大尺西へずらして設定することにより、みかけの上では東六坊坊間路と東六坊大路の間

も大路心心間計画寸法1460大尺で設定したのと同寸法になると考えてみる。この考えにSD01の

位置をあてはめてみると以下のようになる。東四坊大路心からみかけの東六坊大路心の計画寸法

は1460大尺×2(坊 )=2920大尺となり、東六坊大路の幅員を60大尺だと想定すれば、その東側

溝心は東四坊大路心から2950大尺の位置にあることになる。さきに求めた東四坊大路心からSD

01心までの寸法は2951◆ 28大尺であったから、両者はごく近似した値であることがわかり、この

ことから、SD01は上記の外京の条坊地割寸法での東六坊大路東側溝である可能性が考えられよ

う。ただ、現在まで外京の条坊地割の詳細は明らかでない部分が多く、以上の点も可能性として

指摘しておくにとどめたい。                         (西 崎卓哉)

注)西崎卓哉「平城京外京の地割計画寸法」『奈良市埋蔵文化財調査センター紀要1985』 (奈良市教育委員会 1986)
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7。 平城京左京六条三坊十五坪の調査

! はじめに

本調査は、奈良市公共下水道大安寺幹線管渠築造工

事の作業基地建設に伴う事前の発掘調査である。

調査地は、奈良市大安寺町81番地の 1(土地所有者

十・十五坪境小路東側溝が推定されるため、この部分 発掘区の位置 1/7500

に発掘区を設定した。発掘区は東西10m、 南北12mで、1東側溝を確認するため発掘区北西隅を西

へ約 2m幅で 6m拡張し、発掘面積は140ぽ となった。調査期間は、当初21日間を予定していた

が、梅雨の時期にあたったため大幅に延び昭和60年 6月 20日から7月 24日 までとな
った。

‖ 検出遺構

発掘区の土層堆積状態は、地表 (標高59.2m)か ら黒灰色土 (耕土 )、 淡黒灰色砂土 (床土 )、

、黄灰色となり、 地表下0.55～0.8imで明黄灰色粘土の地山となるも地山面は東から

西へ向ってゆるやかに傾斜しておりその比高差は0。 25mである。検出した遺構には、掘立柱建物、

柱列、土墳、溝など奈良時代から平安時代末にかけてのものがある。奈良時代及び平安時代中期

の遺構は地山上面で、平安時代末の遺構は黄灰色土上面で検出した。

奈良時代の遺構 掘立柱建物 5棟、土壊 4がある。

SB01 Jヒ西隅で検出した東西 2間以上、南北 1間以上の建物。柱掘形は一辺0.5m前後の隅

丸方形で径約20cmの柱痕跡が残る。柱間寸法は南北2.15m、 東西1.8m等間である。

S B02 S B01の西側にある東西 2間、南北 1間以上の建物で南北棟と考えられる。柱掘形は

1.黒灰色土 (耕土)
2.淡黒灰色砂土
3。 暗茶褐色土

4.黄灰色土
5.茶褐色土 (S K08埋土)
6.暗灰色砂土 (S K08埋土)
7.黒灰色粘質土 (S K08埋土)

8。 暗灰色粘土 (S K08埋土)

9.茶灰色粘質土 (S K09埋土 )
10。 明黄灰色粘土 (地山)

発掘区西壁土層図 1/50
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遺構平面図 1/150

-辺0.5m前後の隅丸方形で、径約30cmの柱痕跡が残る。柱間寸法は東西約2125m、 南北2.lm

である。重複関係からみてS B01よ り新しいことがわかる。

S B03 S B02の南側にある東西 2間以上、南北 3間の建物。柱掘形は一辺約0.5～ 0。 7mの

隅丸方形でt径約20ё五の柱痕跡が残る。柱間寸法は東西2.4m、 南北2。 lmの等間である。

S B04 S B03と ほぼ同位置にある東西 2間以上、南北 2間の建物で東西棟と考えられる。柱

掘形は一辺0.5～0.7m前後の隅丸方形で、径約20cmの柱痕跡が残る。北柱列西端の柱痕跡には

柱根が遺存していた。柱間寸法は東西2.lm、 南北1.8mの等間である。

S B05 S B04の 東側にある東西 1間以上、南北 2間の建物で北廂がつく東西棟と考えられる。

柱掘形は一辺0。 5～0.7mの隅丸長方形で、径約20cmの柱痕跡が残る。柱間寸法は東西2.lm、 南

北1.8mの等間、廂の出は1.2mである。建物の主軸は、国土方眼方位東に対してやや南振する。

S K06 S B05の北東にある平面が不整形な浅い土墳で東西 1。 6m、 南北3。 2m、 深さ5cmを

測る。埋土からは奈良時代の土器片が若干出土した6重複関係からみてS B05よ り新しい。

S K07 S B05の南側にある平面長方形の東西に細長い土塘で、東西 5m以上、南北 2m、 深

さ0.4mを測る。輝十からは奈良時代の上器片が若干出土した6重複関係からS B05よ り新しい。

S K08 S B04の南側にある平面方形の土墳で発掘区西側へ延びる。東西3.5m以上、南北

3.5m、 深さ0.51mを 測る。土墳の底は平面方形の平坦で東西 1。 4m以上、南北2.6mを測る。
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土墳の東部は壇状になり、底は平坦で深さ0.2■を測る。土墳の埋土は大きく2層に大別できる。

上層は遺構検出面から茶褐色土、暗灰色砂土、黒灰色粘質土 (炭化物層)が30cmの厚さであり、

この上層からは奈良時代中葉以降の上器が多量に出土した。下層は約20cmの厚さで暗灰色粘土で

ある。この層からは二彩陶器など若干の遺物が出土した。上層の遺物はこの土墳が浅く埋ったの

ち、その窪地に投棄されたものであろう。重複関係からS B03・ 04よ り新しいことがわかる。

S K09 発掘区の西辺にある南北に細長い浅い土墳で、東岸を検出した。東西1.8m以上、南

北9。 2m、 深さ16cmを測る。埋土から三彩陶器など奈良時代の土器が若干出土した。重複関係か

らS B04よ り新しく、 S K08よ り古いことがわかる。                  :

平安時代の遺構 掘立柱列 3条、溝 1条がある。

S A10 発掘区中央にある4間以上の東西柱列で発掘区外へ延びる。柱掘形は径約30cmの円形

で、その底に平らな自然石が据えられたものもある:柱間寸法は2。 3mである。重複関係からS

B04・ S K06・ 09よ り新しいことがわかる。

S All S A10の 南側にある4間以上の東西柱列である。S A10と 2mの間隔をあけて並行し、

南北に柱筋を揃える。柱掘形及び柱間寸法はS A10と同様である。柱掘形から土師器皿片、緑釉

陶器片など10世紀後半の遺物が出土している。重複関係からS B04・ 05、 S K09よ り新しいこと

がわかる。S A10と 同時期のものであろう。

S A12 発掘区東辺にある4間以上の南北柱列で発掘区Jヒヘ延びる。柱掘形は径約20cmと 小さ

い。柱間寸法は2.Om等間である。埋土から12世紀初頭の瓦器椀片が出土した。重複関係から

S B01・ 05、 S K07よ り新しいことがわかる。

S D13 発掘区西辺にある南北の素掘り溝である。幅0。 3～ 0。 6m、 深さ8cmと浅い溝で12.5

m分検出した。埋土から12世紀初頭の瓦器椀片が出上しており、S A12と 同時期のものである。

重複関係からS B02・ 03・ 04、 S K08よ り新しいことがわかる。

‖ 出土遺物

今回の調査で出土した遺物には、軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、土師器、須恵器、黒色土器、

施釉陶器、瓦器がある。以下、軒瓦、S K08出土土器、施釉陶器について述べることにする。

軒 瓦 軒丸瓦 1点、軒平瓦 1点がある。軒丸瓦は外区の一部が残るもので線鋸歯文と珠文が

あり、平城宮6301型式と考えられる。S B05出±。軒平瓦は均整唐草文軒平瓦で瓦当面の中央上

部が残る。平城宮6716型式と考えられる。S K08上層出±。

S K08出土土器 土師器 (1～ 16)、 須恵器 (17～ 24)、 黒色土器(墨書土器 (2・ 25～ 27)、

小型模造土器 (28)、 とリベ (29)、 ふいごの羽口、製塩土器 (30)、 二彩壺 (31)が ある。二

彩壺以外の遺物は、S K08の上層から出土している。

土師器 杯A(1～ 3)、 杯 B(4)、 椀 (5)、 椀 C(6～ 9)、 椀A(10・ 11)、 皿A(12

～14)、 皿 C(15)、 竃 (16)、 甕 B、 高杯がある。ttAは外傾する日縁部をもつ平底の土器で、
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1は表面が磨滅しているが、口縁部外面の一部にへら磨きの痕跡が残る。 2・ 3は底部外面に凸

凹を残し、へら磨きしない a。手法で内面に斜放射状暗文と螺旋状暗文を施す。杯B(4)は 底

部とロ
ー
縁部の外面をへら削りした後、へら磨きしないCo手法を施す。椀 (5)は内彎する日縁

部をもつ平底の土器で、口縁端部は平担で内側に肥厚する。内外面とも磨滅のため調整は不明。

椀 Cは丸底に近い底部と内彎して立つ口縁部からなる。ttAは丸底ぎみの底部と内彎しながら傾

めに開く口縁部からなる。10は aO手法、Bは底部と口縁部の外面をへら削りした後、へら磨き

するC3手法を施す8皿 Aは広く平らな底部と斜めひ開く短い口縁部からなる。12は調整不明。

13314は底部をべら削りした後、べら磨きしないbo手法で、内面に斜放射状暗文、螺旋状暗文

を施す。皿 C(15)は底部外面に凸凹が残り、口縁部を強くよこなでするe手法を施す。竃 (16)

は焚日の上部と庇が残る。外面には細いハケロ、内面にはよこなでを施す。色調は黄灰色で胴部

内が炭化物付着のために黒くなっている。

須恵器 杯 B蓋 (17～ 19)、 杯 B(20・ 21)、 杯 B(22・ 23)、 皿A(24)、 甕、壺がある。

杯B蓋は頂部外面をロクロ削りした後、口縁部はロクロナデを施す。ttAの底部外面にはヘラ切

りの痕跡が残る。口縁部はロクロナデを施す。

黒色土器 内面に炭素を吸着させたA類椀Aがあるがいずれも小片である。

墨書土器 墨書された土器は4点ある32・ 25は土師器杯の底部に「大」と墨書される。26は

土師器杯の底部に墨書されるが判読できない。27は須恵器杯Aの底部外面に「下」と墨書される。

小型模造土器 27は高杯の脚部である。手づくねのもので、脚柱部は面取せずに裾部へ広がる。

鋳造関係遺物 ふいごの羽口ととリベ (29)がある。羽口はいずれも小片である。29は厚手の

小型のとリベで口縁部に片口をもつ。口縁部外面と内面は火熱で黒色に変色し熔解している。

製燎十器 土器片が多く出土しているが、

いずれも細片である。30は ほぼ直立する口縁

部に、内側へ尖がる口縁端部がつく。外面は

粗いなで、内面には布目圧痕が残る。赤褐色

か暗褐色を呈し、胎土中に多量の砂粒を含む。

他に、内面に布目圧痕がないものもある。

施釉陶器 二彩壺 (31)、 三彩壺蓋 (32)、

緑釉皿片がある。30は高台がつく壺の底部で、

外面には緑釉、白釉が、内面には白釉を施す。

S K08下層出±。32は偏平なつまみがつくも

ので、外面には緑釉と褐釉が、内面には白釉

を施す。S K09出±。共に胎土は緻密で、色

調は灰白色。 (篠原豊― )

⑬

‐○

O                  iOCm

施釉陶器 1/4

―‐

〃

ノ

匡 ∃ Lコ 32

輻 緑釉

巨:::II:」 褐釉

|::::|::|::1白 釉

|  1示1離
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8.平城京左京六条三坊十六坪の調査 第87次

| はじめに 本調査は、奈良市大安寺町98番地の 5

における市川美喜雄氏届出の農業用倉庫建設に伴なう事

前発掘調査、並びに、奈良市大安寺町98番地の 1におけ

る市川嘉雄氏届出の共同住宅建設に伴なう事前発掘調査

として実施したものである。調査地が隣接しているため

調査は同時に行ない、発掘区内畦畔によって両者を区別

した。当該地は、平城京条坊復元では、左京六条三坊十

六坊に相当し、東三坊大路、及びその西側濤の存在が想

定された。

‖ 検出遺構 発掘区における基本的な土層堆積状態は、耕土、床土の下、約20cmにわたり遺

物包含層である暗茶灰色砂が堆積し、地表下約45cmで地山である黄色粘土に至る。発掘区東側で

は、地山は黄裾色砂に変わっている。遺構は原則として地山上面において検出したが、一部に淡

茶褐色砂の整地土が残っており、この面から掘り込むものも見られた。

検出した主な遺構は、溝 5条、土墳 4である。

SD 01 発掘区東端で検出した幅0.8m、 検出面からの深さ0.2mを測る南北方向の素掘り溝で

ある。溝心が、国上方眼位に対し北で東に振れる。

S D 02 SD01西 側で検出した幅約1.4m、 検出面からの深さ0。 2mを測る西Jヒ方向の素掘り溝

である。溝心が、国土方眼位に対し北で東に振れる。

S D 03 SD02西 側で検出した幅約1.3m、 検出面からの深さ0.3mを測る南北方向の素掘り溝

である。溝心は、国土方眼位にほぼ一致する。

S D o4 発掘区中央で検出した幅1.5m、 検出面からの深さ0。 3mを測る南北方向の素掘り溝で

ある。溝心は、国土方眼位にほぼ一致する。

発掘区の位置 1/7500

1.耕土
2.淡茶灰色砂質土
3.暗茶灰色砂
4.暗茶褐色浩砂 (S D01埋土)

5.暗茶褐色粘砂 (S D02埋土) 9.
6.暗茶褐色粘砂 (S D03埋土)10.
7.暗茶褐色粘砂 (S D04埋土) H.
3.淡茶褐色粘砂 (S D05埋土) 12.

南壁堆積土層図  1/100

淡茶褐色砂      13.淡 茶褐色砂
黄色粘土 (砂混さる)14.淡 灰褐色砂
黄色粘土 (地山)

暗茶褐色砂 (灰色がかる)
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検出遣構平面図 1/200

S D 05 SD 04の 西側約

1:5m引隔てて検出した幅縦住5m、

検出面からの深さ約0.2m測る南

北方向の素掘り溝である。溝心

は、国土方眼位に一致。

S K 00 発掘区南西端で検

出した不整形な土墳。発掘区外

へ続く。東西 3m分、南北2。 5m

分を検出。検出面からの深さ約

0.4mを測る。

S K 07 SK 06北 側で検出

した長辺2.5m、 短辺 2mの隅丸

長方形の土墳。検出面からの深

さ0.3mを測る。

す  S K 08 SK 07北 側で検出

したす辺約1.5mの隅丸方形の土

壌。検出面からの深さ0。 2m6

十  十 + + ＋
　
　
　
　
　
十

▲ニユ■一【

S K 09 SK08北 側で検出した隅丸長方形の土壌。発掘区外ヽ続く6東西 3m分、南北約 2m

を検出。土墳西側は、深さ約0。 lmと浅く、テラス状となり、東側は、下段深く掘り込まれ、最深部

は、検出面からの深さ約0。 5mを測る。

いずれの遺構からも出土遺物は少なく、わずかに瓦片・土器小片があるのみである。

Ⅲ まとめ 今回の調査は、東三坊大路及び西側溝の確認を目的として実施し、近接した 5条

の素掘り溝を検出した。いずれの輝十からも少量の遺物片が出土したのみで、時期は不明である。

平城京の条坊は、国土方眼位に対して北で西に振れを持つことは、従来の調査により知られて

いる。昭和58年度の左京六条三坊十三坪の調査で、東三坊大路及びその西側溝を確認しており、

今回検出した5条の素掘り溝と比較すると、SD05のみがゴヒで西への振れを示し、国土方眼位に

対する振れは、NO:6′ 44γ Wと なる。この値は、国土方眼位に対する朱雀大路の振れに比し、

かなり小さい値を示している。また、昭和49年度の左京=条三坊の調査では、東三坊大路東側溝

が明らかにされている。今回のSD05を利用した西側溝の振れの数値を用いく側溝心々間の距離

を想定すると30尺となり、従来想定されている80尺、もしくは50尺という数値と大きく異なる。

これらのことから、今回の調査では、SD05の西側溝への比定については、その可能性を指摘

するにとどめ、今後の調査成果の蓄積を待ちたい。 (立石堅志 )

注lM蘊11舞 員会厖濯覇明 日湘詐野展雀吾1剋 昭和馬舒刊譴 1984 J2)奈良国立文化IИり1多Utt FNl′城菖発折1サ班僻贄告Ⅵ』1974
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9.平城京左京七条二坊六坪 (第93次)の調査

1司:|::::全争T7Fll言T讐二rt百蚕萱′

`ク

111
した奈良市同和対策事業の一環である八条運動場の駐車o■ ll

場建設に伴なう事前発掘調査である。調査地は、平城京 ッ

条坊復元では、平城京左京八条二坊六坪に相当する。昭

和58年度には、当教育委員会が、六坪と隣接する十一坪

[[二曇13層][1予操彗i言lη「[電策甚[TL!‐書圭葛芸要署
り遺構を検出するにはいたつていない。今回の調査地も 発掘区の位置 1/7500

あるいはその一部分かとも考えられたが、東西34.Om、 南北7.5m(255r)の発掘区を設定し

行なうこととした。調査期間は、昭和60年 8月 8日～ 9月 1日 までである。

‖ 検出遺構

調査の結果、十一坪で検出された沼池は今回の調査地までには及んでおらず、奈良時代の掘立

柱 6棟、柱列2条、井戸 2基、土墳などを検出することができた。

発掘区内の基本的な土層堆積状態は、耕土、床土の下、黄褐色粘質土、暗灰色粘土、淡青灰色

粘土、茶灰色砂質土、灰色砂質土、奈良時代の遺物を包含する赤褐色土と続き、耕土から約1.7

mで暗茶灰色土の地山となる。奈良時代の遺構は、地山上面で検出した。

S B01 発掘区中央部で検出した桁行 2間 (4.8m)以上、梁行 2間 (4.8m)の南北棟建物

で、南側は発掘区外へのびる。柱間は、桁行・梁行ともに2.4m等間である。側柱列の柱掘形は、

一辺約0。 7mを測るのに対して、妻柱の柱掘形は一辺約0.4mと小さい。主軸は、国土方眼方位

に一致する。

S B02 発掘区西半部で検出した桁行 1間 (2.lm)以上、梁行 2間 (4.2m)の南北棟建物

検出遺構平面図
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で、北側は発掘区外へのびる。柱間は、梁行2.lm等間である。重複関係から丼戸 S E09よ りも

新しいことがわかる。主軸は、国土方眼方位と一致する。           ‐

S B03 S B02の 北側で検出した桁行 1間 (1.6m)以上、梁行 2間 (2.Om)の南北棟建物

で、北債1は発掘区外へのびる。柱間は、梁行2.Om等間である。重複関係からS B02よ りも新し

いことがわかる。主軸は、国土方眼方位と一致する。

S B04 S B02の南側で検出した梁行 1間 (2.2m)の 建物で、桁行は南側へのびると考えら

れる。主軸は、国土方眼方位と一致する。

S B05 発掘区西辺部で検出した 1間 (2.7m)以上の南北の柱列で、北 `南・西は発掘区外

へのびる6柱掘形は、一辺 1。 lmを測る立派なもので、規模から考えて建物の一部に相当する柱穴

と考えられる。北側の柱穴には柱の抜き取り痕跡がみられる。主軸は、国土方眼方位と一致する6

S B06 S B05の西側で検出した桁行 1間以上、梁行 2間 (3.7m)の東西棟建物で、西側は

発掘区外へのびる。妻柱の柱穴は、後世の上塘により壊されていた。主軸は国土方眼方位と
二致。

S A07 S B03の東側で検出した南北柱列。 2間分 (3。 8m)を検出し、北と南は発掘区外へ

のびる。柱間は、北から1。 8-2.Omと不揃いである。主軸は、国上方眼方位と一致する。

S A08 発掘区北東隅で検出した東西柱列。 3間分 (4。 9m)を検出し、東側は発掘区外への

びる。柱間は、西端から2。 8-2。 lmと 不揃いである。西から3番目の柱穴には、約10cm前後の

石が据えられていた。柱掘形は、いずれも一辺0。 3mと 小さいι主軸は、国土方眼方位東でわず

かに南へ振れる。

S E09 S B02・ 03に重複して検出した井戸である。掘形は、東西3.Om、 南北2.7mの平面

I楕円形を呈じ、検出面からの深さ2.Omを測る。井戸枠は既に抜

きとられており、残存していなかった。井戸底部からは、平城宮

土器Ⅲの特徴をもつ土師器・須恵器とともに、唐三彩輪花杯の破

片が 1点出土した。

S E10 S B01の 西側で検出した井戸で、掘形は、東西2.lm、

南北 1。 9mの平面楕円形を呈す。検出面から深さ約2.5mま で掘

り下げたが、湧水が著しく井戸底部まで確認することはできなかっ

た。掘形の中央部には、内法一辺約0.8mの縦板組井戸枠が据え

られている。四隅に隅柱をたて、柄をもった横桟をわたして四辺

の縦板を支える構造をとる。隅柱は、径10chの 円柱で 2方に柄穴

が穿たれており、長さ200cm以上を測る。横桟は、径10cnl前後、

長さ85cmの円柱状で両端部を円錐状につくりだし隅柱を組んで

いる。縦板は各辺 4枚の板が使用されている。板材の寸法は、

幅18～20cm、 厚さ2cmを測り、長さ110cmま で確認した。井戸枠
S E 09平 面・ 立面図
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内埋土からは、平城宮土器Vに相当する土師器・須恵器や製塩土器片、木製品斎串 2点が出土

した。

Ⅲ 出土遺物

出土遺物には、奈良時代の土器類、瓦類、木製品がある。大半のものがS E10か ら出土してお

り、時期的にもまとまりをもっている。S E09か らは唐三彩杯の破片が出土するなど良好な資料

を得ることができた。以下、S E10出土土器及びS E09出土の唐三彩についての概要を記す。

S E10出土土器 土師器には、杯A・ B、 皿A・ C、 椀A・ C、 高杯、盤B、 壺 B・ 小形壺、

甕Aがある。

杯A(1～ 4) 1は 口縁部外面から底部外面までを全面ヘ

ら削りしたのち外面全体にへら磨
`き

をするC3手法で調整する。

2・ 3は、口縁端部をe手法で調整したのちに、口縁部外面か

ら底部外面までをへら削りするC手法で調整している。 4は、

表面の磨滅が著しく調整は観察できない。

杯B(11～13)杯 BI(11・ 13;口径約‐21.9cm、 器高約 7.3

cm)、 杯BⅡ (12:口径18.6cm、 器高5.4cm)がある。いずれ

も口縁部内外面をへら削りしたのちに、へら磨きを施す C3手

法で調整する。

皿A(8～10) 8は底部外面だけをへら削りするb6手法、

9は口縁部上端だけを横なでするe手法、10は C手法で調整し

ている。

皿C(5～ 7)手 づくねでつくられた小型の皿である。e

手法で調整されている。いずれも口縁部内面に、油煙状の黒色

物質が付着している。灯明皿として使われた可能性が高い。

須恵器には、杯A・ B、 皿A・ C、 高杯、鉢A、 壺A・ B・

E・ G・ H・ L、 甕A・ B・ Cがある。

杯A(20～22)20・ 22は底部外面にへら切り痕が残る。21

は不定方向のナデを加えている。口縁部内外面は、いずれもロ

クロナデで調整している。

杯B(16～ 19)大 きさにより、杯BI(18・ 19;口径18.3

cm、 器尚5。 4cm)、 杯BⅡ (17;口 径15.2cm、 器高5◆ Ocm)、 杯B

Ⅲ (16;口径13。 Ocm、 器高3。 9cm)に分けることができる。い

ずれも、ロクロナデ調整をしている。

杯B蓋 (14・ 15)扁平な頂部と屈曲する縁部からなる。頂

土 師 器 個 体 数 比 率

杯

Ａ

Ｂ

69 46。0%
皿

Ａ

Ｃ

24

5

椀

Ａ

Ｃ

10

10

高  杯
盤   B

壷  B
小 形 壺

2.0%

甕   A 13.39イ

ノjヽ    言十 92 61.2%

須 恵 器 個 体 数 比 率

杯

Ａ

Ｂ

8

19

22.0%

杯   蓋

皿

Ａ

Ｃ

高  杯

鉢  A

士質

A
B

E
G
H
L

不明

16.7%

平  瓶
A

甕  B
C

言十 58 38.7,こ

総 150 150 100%

SE10出 土土器個体数

二 33-



正 三 ≡ 墨 二 二 塁 曇 14

匡≦≡≡≡≡≦≦塾 L璽 里里里里 LD 15

16

0

2

S E 10出 土土器
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部外面から縁部内外面までをロクロナデ調整する。

壺E(23)狭 い肩部に外傾する短い口縁部をつけた広口

の壺である。体部外面全体をロクロナデで調整している。

壺H(24)扁 平な体部と大きく外反する日縁部からなる

広日の壺である。外面全体に、おびただしいススが付着して

いる。

壺G(25)縦 長の胴部と長い口頸部からなる壺、底部外

面には回転糸切り痕が残る。

鉢A(26) いわゆる鉄鉢形である。ロクロ肖
ち丁寧にヘラ磨きを施している。

唐三彩 S E09の井戸底部から平城宮土器Ⅲに

器と共に出土した。日縁部の一部分が出土しただけなので全

体を復元するのは難しい。しかし、残存する日縁部の形態や

たちあがりなどから、輪花形を呈する杯の一部と考えられる。

口蜘 .2cm、器局約2。 4cm、器厚0。 4cmを測り、六花からなる

輪花に復元することができる。口縁部外面には型押しによる

葡萄唐草及び花弁がみられる。このモチーフは、パルメット

あるいは葡萄唐草を左右対称に配し、内側に花・果などを挿

入するパターンを基本とした対葉文に近似している。口縁部

外面の唐草の茎、花弁は緑釉、茎の分岐部、花弁の中は白釉、

その他は褐釉を施している。塗釉法及び抜蟻法によるもので

あろう。胎土は、硬質で淡橙白色を呈している:

現在までに国内での唐三彩の出土例は、右表に示したよう

に18例あるが、輪花杯が出土した例はなく、これが初例であ

る。中国においても管見ではほとんどきかないが、水鳥形杯

の尾に相当する部分を輪花形の杯ふうに表現しているものが

ある。今回出土の唐三彩破片は、あまりにも小さいため全体

を復元するまでには至らないが、単なる杯ではなく、鳥形杯

の一部と考えるのもあながちまちがいではないと思われる。

(奈良美穂)
注)出土唐三彩については、京都市立芸術大学教授 佐藤雅彦氏の御
教示を賜った。記して感謝いたします。
国内出土の唐三彩の一覧表は、小野木裕子「唐三彩の成立とその周辺
への影響」『考古学と移住・移動』同志社大学考古学シリーズⅡ (1985)
に掲載されていた資料をもとに、筆者が知り得たものを書き加えて作製
した。

群 緑釉  I褐 釉

S E 10出 土唐三彩

白釉

1/2

番号 出  土  地 出土品

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

柏原M遺跡 (福岡市)
十良剛‖遺跡 ( ″ )
蔵司跡 (太宰府市)

観世音寺 ( ″ )
市の上遺跡 (″ )

沖の島 507号岩陰遺跡
(宗像郡 )

備後寺町廃寺 (広島県)

大安寺旧境内 (奈良県)

平坪京左京  ( ″ )
二条二坊

安倍寺跡   ( ″ )
坂田寺跡   ( ″ )
法隆寺旧境内 ( ″ )
平安京左京  ( ″ )
八条三坊
″右京二条三坊 (″ )

″左京八条三坊 (″ )

″左京七条三坊 (″ )

″左京八条二坊 (″ )

城山遺跡 (静岡県)

向台遺跡 (千葉県)

輪花皿

器種不明

枕片

鎮片

陶枕

貼花文長

頸壷

浄瓶片

陶枕

鎮

小壷片

盤

枕片

陶枕・ 壷

陶枕

壷片

器種不明

枕片

陶枕

T35-
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10.平城京左京八条二坊一坪の調査 第98次

! はじめに

本調査は奈良市杏町391の 2番地において実施した、

奈良市立辰市保育園増築工事に伴なう事前発掘調査であ

る。当該地は、平城京条坊復元では、左京八条二坊一坪

に相当する。また、平安時代以降の辰市も当該地周辺に

推定されている。

発掘区は、調査地中央に東西10m、 南Jヒ 6m(60♂ )

の範囲を設定した。調査期間は、昭和60年 9月 26日から

10月 9日 にかけてである。

‖ 検出遺構

発掘区内の基本的な土層堆積状態は、保育園建設時の盛土が現地表下約70cmに および、以下、

旧耕土、床土、暗茶褐色粘土の遺物包含層と続き、地表下約1.1五で黄灰色粘土の地山面に至
る。

遺構は、基本的にこの地山面上にて検出した。

検出した顕著な遺構には、建物 1棟、柱列 1条、柱穴、弥生時代の流路等がある。検出した建

物、柱列、柱穴には、弥生時代流路埋土を掘り込む形でつくられたものもみられる。以下
に概述

する。

弥生時代の流路は、発掘区内を蛇行しており、発掘区外東西方向
へ続く。幅約 4m、 検出面か

らの深さ約30cmの 自然流路と考えられるものである。流路内の堆積土は、大きく二層に分層でき、

上層・暗黄褐色粘土、下層・黒褐色粘土の堆積がみられる。流路内からは、若干量
の弥生時代後

期の土器片が出土した。いずれも小片のため、図示し得ない。 (自然流路の範囲に
ついては、遺

9                           1m

発掘区の位置 1/7500

1.表 t     4.暗 黄灰色±  7.暗 黄灰色粘砂
2.1日耕 L    5.暗 灰色砂   8.暗 黄灰色粘砂
3.茶灰色粘質+ 6.暗 茶褐色粘± 9.黒茶灰色粘土

13.茶褐色粘± 16.黒灰色粘土
14.黒色粘±  17.茶 灰褐色粘土
15.黒褐色粘± 18.黒灰色粘土

19.暗褐色粘土
2Cl.黄 灰色粘土 (

10.暗茶灰色粘土
11.茶灰色粘土
12.淡茶灰色粘土

地山)

東壁堆積土層図

-36-
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構平面図に網目をかけることにより示した。)

SA 01 発掘区の東部で検出した柱列である。 2 +

間分 (3.6m)を 検出。発掘区外北側へ続くものと思

われる。柱間は 1.8m(6尺)等間である。主軸は、 十
国土方眼方位にほぼ一致する。柱穴内埋土から若干の

奈良時代土器片が出土した。

S B 02 発掘区の西で検出した東西 1間 (1.8m)

以上、南北 2間 (3.6m)以上の掘立柱建物である。

発掘区外へ続くものと思われる。柱間は、東西 1.8m 十

(6尺 )、 南北 1.em(6尺 )等間である。建物主軸
は、国土方眼方位に対して、北で東に振れる。柱穴内

埋土から若千の奈良時代土器片が出土した。

なお、検出した遺構埋土からは、それぞれ若干の土

器片が出土したが、いずれも小片であるため、時期の +

:=::流 路

~十

確定には至らない。 (立石堅志 ) 検出遺構平面図  1/160

11.コ ナベ古墳外堤部の調査

本調査は、奈良市佐紀町法華寺町所在の奈良市道都跡

910号線と市道北部245号にはさまれた自転車歩道の一

部において実施した奈良市水道局届出の配水管改良工事

に伴なう事前の発掘調査である。当該地は、佐紀 0盾列

古墳群の東部に位置し、陵墓参考地になっているコナベ

古墳の後円部外堤部分に相当する。調査は、東隣するウ

ワナベ古墳のように、二重濠を有するか否かを確認する

ために、東西1.5m、 南北18.Om(27ピ )の トレンチを設

定して行なった。調査期間は、昭年61年 7月 28日～同年

8月 1日 までである。トレンチ内の土層堆積状態は、黒褐色土の表土 (約20～30cm)を除去する

と、すぐに黄褐色十の地山である。近 。現代の攪乱・土壌が部分的に見られる他には、顕著な遺

構を検出することはできなかった。また、出土遺物もない。少なくとも、後円部の部分は二重濠

上
お
〕８
⊥
―

発掘区の位置 1/7500

ではなかったと考えてもよかろう。

-37-
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12。 史跡大安寺旧境内 (第 21次)の調査

本調査は、奈良市大安寺町1035番地の 1において、野

田忠一氏申請の現状変更 (住宅改築)に伴なって実施し

た事前発掘調査である。調査地は大安寺寺地内の北西隅

近くにあたり、食堂井大衆院が想定されている地域の一

画を占める。調査期間は昭和60年 4月 5日 から同年4月

10日 までの6日間で、発掘面積は約32ピである。

発掘区内の堆積土層は、地表下10cmほ どまでは旧建物

建築時の整地土で、以下20～30cmの茶褐色土の堆積があ

り、黄褐色土の地山となる。

地山上面で、土管埋設の暗渠、井戸、大小の土壌などの遺構を検出したが、出土遺物からみて

いずれも近世 (18世紀)以降の構築になるもので、大安寺と直接結びつく遺構は何ら検出するこ

とができなかった。ただ、上述の暗渠の一部には、凝灰岩の切石や奈良時代の瓦埓などが使用さ

れていて、これらは大安寺の何処かの堂宇の所用物が転用されたものとみることができる。

出土遺物には土器類・瓦博類がある。土器は18世紀頃のものが主体を占め、伊万里系の磁器や

いわゆる京焼風の陶器などがみられ、それ以前のものでは僅少だが12世紀の土師器・瓦器なども

出土している。瓦は奈良時代のものが比較的多く、軒平瓦 (6664A型式)1点が含まれている。

(中井 公)

1.整地客土
2.茶褐色土
3.茶褐色土
4.茶灰色土
5.灰褐色礫
6.黄褐色土 (地山)
7.黒褐色腐蝕土
8.茶灰色土
9.暗灰色砂土
10.暗灰色土
11.暗灰色土

Y―i69151                       Y― i6.9101

検出遺構平面図・北壁堆積土層図 0西壁堆積土層図
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13.大安寺旧境内 (第22次)の調査

| はじめに

本調査は、奈良市大安寺町字東今在家994-2番地に

おいて実施した山本五鈴氏届出の個人住宅改築に伴なう

事前の発掘調査である。調査地は、大安寺伽藍復元によ

ると賤院の北部地域に相当する。調査は、調査地中央部

に東西17m、 南部 3mの トレンチを設定し、昭和60年 6

月 1日 から開始し、同年 6月 1?日 まで実施した。

‖ 検出遺構

発掘区内の土層堆積状態は、表土 (約20cm)の下、近

世の遺物を包含した暗褐色土 (約20cm)が堆積し、表土から約40cm程度で奈良時代の遺構面であ

る黄褐色十へ達する。発掘区西半部は、暗褐色十上面から掘り込まれた土渡及び攪乱により、奈

良時代の遺構面が大きく削平されてはいたが、発掘区中央部において、奈良時代の井戸を 1基検

出することができた。以下、その概要を記す。

S E 01 掘形は、上部を削平されてはいたが、検出面では一辺1.7mの平面隅丸方形を呈し、

断面は橘鉢状に掘り込まれている。検出面からの深さ約1.5mを測る。井戸枠は、一辺70cmの方形

で、四隅に隅柱をたて、柄をもった横桟をわたして四辺の縦板を支える構造をとる。隅柱は、 7

cm角の角柱で 2面に柄穴が穿たれている。最長76cmまで残存する。横桟の寸法は、4～ 6cm角で、

発掘区の位置 1/7500

近 。現代の十渡

1.黄灰色±  4.暗褐色土
2.暗褐色±  5.黒色土
3.褐色±  6.灰 色粘土

7.暗灰色礫 10.黄褐色±   13.暗灰色粘± 16.黄褐色± 9
8.暗褐色土 H.暗灰色±   14.黄褐色粘土
9.褐色±  12.黄灰色粘質± 15.黄褐色砂土

検出遺構平面図 0南壁推積土層図
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長64～68cmを測る。最下段のみ残存。縦板は、各辺ともに一枚板

が便用されている。幅52ん67cm、 厚さ2c五前後、最長70cmま でが

残存する。掘形裏込めには、底部から約40cmの位置で東・西・南 ]

の三方向に、板材が敷かれていた。長辺100cm、 短辺10～ 30cm、

厚さ約 2cmを測る。枠内からは、木製品、土器類が出土した6

その他の遺構 発掘区西半部で検出した近世の土墳、攪乱や発

掘区東半部で検出した近現代の井戸、土墳などがある。発掘区西

半部で検出した土塘は、重複関係から6時期あることがわかる。

先述のようにこれらの遺構は、暗褐色土層から約90cmにおよび、

奈良時代の遺構面を掘り込んでいる。

Ⅲ 出土遺物

井戸SE01か ら、奈良時代中頃の特徴をもつ土器類や斎串 1点

が出土した。以下く出土遺物の概要を記す。

S E01出十十器 出土土器には、土師器、須恵器がある。

土師器には、杯A(1・ 2「 14)、 皿A(13・ 15)、 皿 B(16)、

o 2ocm

--
S E 01出土土器  1/4

1.灰色粘土
2.暗灰色粘土
3.灰 色粘砂

S E 01出 土土器  1/4

土師器 計 %

杯A

皿A

皿 B

椀 C

4

10

1

1

ヽ

―

ｌ

ｌ

ｌ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

プ

壺類

甕類

1

19 }"
32.8

59.0

須恵器 計 %

杯A

杯 B

皿 C

(蓋)

鉢A

8

10

2

(15)

1

34.4

壺 E

〃H

〃Q

甕類

ヽ

―

―

―

ト

ー

ー

ー

リ

41.0

総計 100.0
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椀 C、 壺・甕類がある。

杯A 口縁端部を丸くおさめるもの (1・ 2)と 口縁端部を内側に巻きこむもの (14)と があ

る。 1・ 2は、底部外面をべら削りしたのち、外面全体をへら磨きするb3手法で調整し、14は、

口縁部内外面を横なで、底部外面は未調整のままで放置するaO手法で調整している。14の底部

外面には墨書が残る。

皿A 口縁端部を丸くおさめるもの (13)と内傾させるもの (15)とがある。13は、日縁部か

ら底部外面までを全面へら削りするCO手法で、15は、aO手法で調整する。15の内面には、ラ

セン状暗文及び一段の斜放射状暗文を施している。 2点とも底部外面に墨書が残る。

皿B 16は、低短な高台を貼した底部と屈曲しながらたちあがる日縁部から成る。底部外面だ

けをへら削りし、口縁部内外面を横なでするbO手法で調整している。内面には、ラセン状暗文

及び一段の斜放射状暗文を施す。底部外面には、ヘラ描きによる文字がみられる。

須恵器には、杯A(6・ 12)、 杯B(3・ 7・ 8・ 10・ 11)、 杯B蓋 (9)、 皿 C、 鉢A(17)、

壺E(4)、 壺H(5)、 壺Q、 甕類がある。

杯A 平らな底部と斜め上方に開く口縁部から成る。6・ 12は、口縁部外面をロクロナデし、

底部外面はヘラ切りのままで放置する。12の底部外面には墨書が残る。

杯B ttAに高台をつけたもの。大きさによって、杯BI(3;口 径20.Ocm、 器高5.Ocm)、 杯

BⅡ (11;口径17。 Ocm、 器高5。 Oёm)、 杯BⅢ (10;口径13。 7cm、 器高3。 8cm)、 杯BⅣ (7・ 8;

口径約10。 7cm、 器高約3.7cm)に分類できる。いずれも、底部外面から口縁部内外面をロクロナ

デ調整する。

杯B蓋 平らな頂部と屈曲する縁部からなる。 9は、口縁部内外面をロクロチデし、頂部外面

はヘラ切りのままで放置している。

鉢A 17は、尖った底部と内彎しながらたちあがる体部から成る。口縁端部は内傾する。外面

全体をヘラ削りで調整したのちに、粗いヘラ磨きを施している。体部下半には墨書が残っている。

壺E 低短な高台を付した底部と肩部に稜をもつ体部から成る広口壺である。 4は、体部外面

から口縁部内外面をロクロナデで調整し、底部外面はヘラ切りのままで放置している。焼成はや

や軟質である。

壺H 扁平な体部と大きく外反する広口の口縁部からなる壺である。肩部は巾が狭く稜をもち、

直立する比較的長い頸部をもつ。5は、体部から口縁部内外面までを甲クロナデ調整し、底部外

面はヘラ切りのままである。高台の一部分には、二次的な焼成を受けた痕がみられる。色調は、

灰白色を呈し、焼成は軟質である。

墨書土器 SE01出土土器のなかには、墨書及び線刻のみられるものがある。

13は土師器皿Aで底部外面に墨書及び線刻による文字が残る。「大三三井」と読める。最初に

「大三」を線刻し、次にその上から「大三三井」と墨書きしている。14は土師器杯Aの底部外面
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記 載 内 容 記載位置

□

大三 (線刻)

大三三井 (墨書 )

大三三井 (墨書)

□

大三 (線刻 )

大三 (墨書 )

須恵器 杯A

土師器 皿A

〃  杯A

〃  皿A

〃  皿 B

須恵器 鉢A

底部外面

体部外面

SE01 12  1図 版第30

13    1     〃

墨 書 土 器 一 覧
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S E 01出土墨書土器 1/4
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に墨書が残っている。13同様に、「大
~三
井」と墨書きしている。16は土師器皿Bの底部外面に、

「大三」と読める文字を線刻している。17は須恵器鉢Aの体部下半に「大三」と読める文字を墨

書きしている。12は須恵器杯Aの底部外面に、15は土師器皿Aの底部外面に墨書が残るがいずれ

も判読不可能である。

木製品 斎串が 1点ある。細長い板材の上端を圭頭状に、下端を剣先状につくりだしている。

残存状態が悪く、側面部分の原形はとどめていない。全長22.3cm、 厚さ0.2cm、 幅は2.4cmま で

が残る。

Ⅳ まとめ

大安寺賤院推定地の調査では、今回のように、奈良時代の土器が比較的まとまりをもって出土

した例は少ない。SE01か ら出土した土器群は、平城宮土器Ⅲに相当する時期のもので、おそら

く一括投棄されたものと考えられる。これらの出土土器のうちで、祭祀と関係が深いと考えられ

ている斎串・須恵器壺Hの出土は、井戸の祭祀を考える祭に貴重な資料となろう。この他、特に

注目すべきものに、「大二三井」の墨書及び線刻のみられる土器がある。大安寺と何らかの関係

があるのだろうか。大安寺旧境内での資料の蓄積を待って、検討していきたい。 (奈良美穂)

注1)F平城京左京八条一坊三◆六坪発掘調査報告書』 (奈良県教育委員会 e1985)

14 史跡 大安寺旧境内 (第 23・ 24次)の調査

本調査は、奈良市大安寺町1263番地における大西義則

氏届出の農業用倉庫新築、及び同1260-4番地における

東 栄造氏届出の個人住宅新築に伴なう事前の発掘調査

である。両調査地は、大安寺伽藍復元によると賤院の西

辺中央部に相当する。発掘区は、前者が東西 lm、 南北

12m(発掘面積12ピ )、 後者は民家の中庭での調査であ

ったために、東西 0。 7m、 南北 0。 7m(発掘面積約 0.5

ピ)と制約を受けた。調査期間は、昭和61年 12月 18日か

ら同年12月 21日 までである。

両発掘区内の基本的な土層堆積状態は、耕± 0床上の下、黄褐色砂質土、暗灰色粘質土、灰褐

色砂質土と続く。灰褐色砂質土からは、奈良時代の土師器・須恵器片及び瓦片が数点出土した。

耕土から約0_8mで地山である灰色礫へと至る。検出した遺構には、前者のトレンチ南端で時期不

明の上墳 (深さ約 0.lm)が認められただけで、他には何ら顕著な遺構を検出することはできな

発掘区の位置 1/7500

かった。
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15.佐紀町内遺跡確認調査

| はじめに

本調査は、磐之媛皇后陵古墳 (ヒ シャゲ山古墳)の西 :

側一帯の遺跡有無確認調査として行なった。調査地は、

奈良市佐紀町1264番地他の水田で、1983年発表範囲では
注 )   _  ____.    ■位ノ
 ただ事前の現地踏査では、 ムJ松林苑推定地内に含まれる。,

調査地付近においては、地表面での遺物の散布は認めら 1.|

れず、水上池につづく調査地南側一帯は低地で遺跡の存
＼
|

[[]I梅撃:』】書警i看:ill≧ ::彙 :L雷[墨
発掘区の位置  1/7500

方向に設定することとし、南側では、磐之媛陵古墳に近

い水田 1箇所にのみ発掘区を設定した。発掘区の全面積は、626ピである。調査は、昭和61年 1

月21日 に開始し、同年 3月 27日 に現地での調査を終了した。

‖ 調査の結果

NQ l発掘区 調査地北寄り西端の発掘区 (東西 7m、 前Jヒ 4m)、 耕上の下がすぐ、黄白色粘土

の地山となる。黄白色粘土上面では、顕著な遺構は検出できず、出土遺物もない。

NQ 2発掘区 NQ l発掘区の東に設定した発掘区 (東西40m、 南Jヒ 5m)、 発掘区西寄りでは、耕

m2発 掘区南壁東部堆積土層

1 耕土
2.灰色砂質土 (床 11)
3.淡褐色粘質 ll
4.淡茶灰色粘質上
5.淡灰色砂質上
6.淡茶褐色砂質土
7.黄 白色粘 11(地山)

m5発 掘区東壁堆積土層

8 黄褐色粘:L(床 11)
9.青灰色粘土
10.暗灰色粘Jl
H.灰色砂
12.灰色粘上
13.黒灰色粘土
14.淡 占灰色砂礫

1     _       `             7m

発掘区堆積土層図 1/40
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4

+

１
二
八

m20M30 No 4発 掘区平面図  1/400

土の下に灰色砂質土の床土があり、その下が黄白色粘土の地山となる。この地山は、東へ低くなっ

てゆき、発掘区東寄りでは、床土の灰色砂質土層の下に淡褐色粘質土、淡茶灰色粘質土、淡灰色

砂質土、淡茶褐色砂質土が地山までに堆積する。これらの土層からは、奈良時代の須恵器片が少

量出土したが、地山の黄白色粘土上面では、耕作に伴うものと考えられる素掘り溝を検出した以

外、顕著な遺構は検出できなかった。

No 3発掘区 東西25m、 南北 5mの範囲で設定した。耕土、灰色砂質土の床土の下は、黄白色

粘土の地山となる。地山上面では、m2発掘区と同じく素掘り溝を検出した他、顕著な遺構は検

出できなかった。床上の灰色砂質土層からt須恵器、土師器の小片が出土した。

Na 4発掘区 東西16m、 南北 5mの範囲で設定した。m3発掘区と同じく、耕土、床土の下が

地山の黄白色粘土層となる。地山上面では、耕作に伴うらしい素掘り溝、時期不明の土墳などを

検出した。床土内から近世陶磁器片が出土した他に遺物はない。

NQ 5発掘区 東西10m、 南北20mの範囲で設定した。耕土の下が礫混じりの黄褐色粘土で、以

下青灰色粘土、暗灰色粘土、灰色砂、灰色粘土、黒灰色粘土があり、地表下約 lmで地山の淡青

灰色砂礫層となる。黄褐色粘土層から磐之媛陵古墳のものと考えられる円筒埴輪の細片が少量出

上した他、出土遺物はなく、遺構はなんら検出できなかった。

注)河上邦彦「松林苑の諸問題」『橿原考古学研究所論集第六』1984年

奈良県立橿原考古学研究所「平城宮松林苑第10～12次発掘調査概報」1984年
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調査地全景 (東から)

No l発掘区 (西南から) No 4発掘区 (東南から)

No 3発掘区 (東南から) No 5発掘区 (西南から)



NQ 6発 掘区 (西南か ら)
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No 9発掘区 (東南から)

NQ 7発掘区 (東南から) No10発掘区 (東南から)

No 7発掘区 (西南から) Noll発掘区 (東南から)

NQ 8発掘区 (東南から) No12発掘区 (西南から)



m13発掘区 (西北から) No16発掘区 (西から)
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No14発掘区 (西南から) No17発掘区 (南から)

No15 a発掘区 (東北から) NQ18発掘区 (西から)

No15 b発掘区 (西南から) m19発掘区 (南から)
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NQ20発掘区 (西南から) NQ24発掘区 (南から)

NQ21発掘区 (南から) NQ25発掘区 (南から)

NQ22発掘区 (南から) No26発掘区 (南から)

NQ23発掘区 (南から) NQ27発掘区 (西から)
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朦釉紺III椰霧

No2 a発掘区 (西南から)

No2 b発掘区 (西南から)
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宮の下古墳外形 (東北から)

宮の下古墳発掘区 (匹iJヒから)
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1。 第 1発掘区全景 (東から)

2.同  全景 (南から)

朱雀大路と東側溝

遺存地害1(北から)
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1.第 2発掘区全景 (東から)

2。 同 全景 (南から)

3。 下つ道東側溝 (南から)
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1.第 3発掘区全景 (西から)

2。 下つ道西側溝 (北から)

3。 下つ道下層溝 (北から)
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1.朱雀大路西側溝 (西から)

2。 朱ヽ雀大路西側溝 (南から)
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五条条間路北側溝

(東から)

2。 同 合流部 (東から)

3。 出土二又鉾 (1/3)
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1.発掘区全景 (東から)

2.同 全景 (北から)

3。 同 全景 (北から)
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SX03(北 か ら)

SX03 細部

S E02(北 から)
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1, 発掘区全景 (西から)

2.石垣状遺構 (東北から)
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1。 発掘区と遺存地割 (東から)

2。 発掘区全景 (東から)
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1: 発掘区全景 (西から)

23  S D01(Jヒから)
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1。 発掘区全景 (北か ら)

2.発掘区全景 (東から)
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le S B05,SK 07(南 か ら)

2。  SK 080 09,SD13(東 か ら)
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1.発掘区全景 (南から)

2。 発掘区全景 (西から)
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1。 発掘区全景 (東から)

2。 発掘区全景 (西から)
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1。  SBol(南 から)

2e SA07(南 から)

3. S B05・ 06(南か ら)
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1.発掘区全景 (東から)

2。 発掘区全景 (北から)
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1。 発掘区全景 (北から)

2.発掘区全景 (南から)
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1。 発掘区全景 (西から)

2.発掘区全景 (東から)
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1。 発掘区全景 (東から)

2.発掘区全景 (西から)

3。 SE01(西 か ら)
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1。 東発掘区全景 (西から)

2.西発掘区全景 (北から)
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1.発掘区全景 (西から)

2.No l発掘区 (東から)

3.NQ 2発掘区 (東から)
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1.NQ 3発掘区 (東から)

2.No 4発掘区 (東から)

3.NQ 5発掘区 (東から)
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